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学びの核の現在地

大学での学びの骨格となるもの — それがカリキュラムだ。

自由度の高い学びを特徴とする総合政策学部と環境情報学
部にも、必修科目を含むカリキュラムは存在する。
看護医療学部は必修科目は多いものの、その構成には独自
の色が反映されているはずだ。

2025 年に総合政策学部・環境情報学部は開設 35 年を迎え、
2026 年には看護医療学部が開設 25 周年を迎える。最先端
のキャンパスとして歩み始めたＳＦＣも、短くない時間を
積み重ねてきた。

今、私たちがここで学ぶべきことをもう一度考えよう。

授業科目から探る、学びの核の現在地。

 p. 4 カリキュラム解説

 p. 6 寄稿企画  必修５科目の担当教員から
加茂 具樹（総合政策学部長 ・ 教授）　　一ノ瀬 友博（環境情報学部長 ・ 教授）　
森 さち子（総合政策学部教授）　　　　加藤 貴昭（環境情報学部教授）
服部 隆志（環境情報学部教授）　　

p. 27 教えて！ あなたの〈必修〉授業

p. 18 授業取材記  柔道からひもとくＳＦＣの体育
体育「柔道」レポート 谷本 歩実（総合政策学部非常勤講師）

p. 16 世界への窓を言語でひらく−言語コミュニケーション科目−

髙木 丈也（総合政策学部専任講師）

p. 20 変革の礎をつくる数理の基礎−データサイエンス科目−

巴山 竜来（環境情報学部准教授）

p. 22 変わりゆく情報教育の中で−情報技術基礎科目−

服部 隆志（環境情報学部教授）

p. 24 境界を超えて広がる学び −看護医療学部の授業科目−

田口 敦子（看護医療学部教授）

特集
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総合政策学部・環境情報学部

看護医療学部
看護医療学部は、2001年に慶應義塾大学の９番目の学部として設立された。人間・社会科学領

域、健康科学領域、看護科学領域、統合領域の四つの領域からなるカリキュラムは、国家資格試験
の受験資格取得を見据えた必修科目が大きな割合を占める構成となっている。一方で、学生が自身
の関心に合わせて設定したテーマのもと、研究計画から実践、総括までを行う選択科目「プロジェ
クト」や、各国の医療現場を実際に経験しながら学ぶ海外研修科目なども設置されている。

また、看護医療学部の学生は湘南藤沢キャンパスと信濃町キャンパスの二つで学生生活を送
る。グループアプローチによる患者中心の医療実践教育として、医学部や薬学部の学生とともに
学ぶ三学部合同カリキュラムも実施されている。このように、他学部の学生の近くで過ごす機会
も多く、湘南藤沢キャンパスでは、総合政策学部・環境情報学部の授業も履修可能だ。
▶ P. 24　境界を超えて広がる学び－看護医療学部の授業科目－

◎「必修」をひもとく
開設から35年の間に、総合政策学部と環境情報学部は計６回のカリキュラム改正を重ねてき

た。現在のカリキュラムは2014年度に制定された「14学則」に基づくもので、４学期制の導
入、クラス重視などの特徴を持つ。すでに10年以上にわたって運用されており、ＳＦＣの歴史
の中では特に息の長いカリキュラムだ。

ＳＦＣの学びの中心には「研究会」「卒業プロジェクト」がある。それらの土台となっている
のが、学年による履修制限のない「基盤科目」と「先端科目」だ。特に基盤科目では、研究を遂
行するために欠かせない言語や思考法、技能を身に付けることが目指されている。この科目に
は、必修あるいは選択必修として位置づけられているものがあり、学生自らの関心領域に応じた
研究基盤を作るための導入として、大きな役割を持っている。

カリキュラム解説

◎必修・選択必修科目の種類

学生の研究プロジェクトの基盤を構築する科目で、第２学年への進級要件として各
学部の学生の履修が必須となっている。様々な教員、学生が複数の領域を横断しなが
ら取り組んできた総合政策学・環境情報学の営みについて学ぶ。
▶ P. 6　  寄稿企画　必修５科目の担当教員から

総合政策学・環境情報学

学生の心身の健康を図るとともに、自己開発教育の一環という側面も持つ科目群。
「心身ウェルネス」では、オムニバス形式の授業でヘルスリテラシーを養う。運動実

践の授業としては、「体育１」「体育２」「体育３」が必修科目として設置されている。
基本的にクラスごとに開講される「体育１」を１学期間履修し、「体育２」以降は、幅
広いジャンルの種目の中から、学生自身が授業を選んで履修していく。第２学年への
進級要件として「心身ウェルネス」「体育１」の修得が、第 4 学年への進級要件として

「体育２」「体育３」の修得が定められている。
▶ P. 6　  寄稿企画　必修５科目の担当教員から
▶ P. 18　柔道からひもとくＳＦＣの体育

ウェルネス科目

コンピュータやインターネットを活用した研究や取り組みに応用可能なプログラミ
ングの基礎を学ぶ。原則、クラスごとに全員が履修する「情報基礎１」をはじめとして、
三つのレベルに分けられた５種類の授業が開講されており、第３学年への進級要件と
して計４単位以上の修得が定められている。
▶ P. 6　  寄稿企画　必修５科目の担当教員から
▶ P. 22　変わりゆく情報教育の中で－情報技術基礎科目－

情報技術基礎科目

実践的な学習形態を中心とした科目で、研究での活用や、外国語を用いた自己発信
が可能なレベルの外国語能力の獲得を目指す。両学部の学生に対して、一定の条件の
もと、計８単位以上の修得が第３学年への進級要件として定められている。
▶ P. 16　世界への窓を言語でひらく－言語コミュニケーション科目－

言語コミュニケーション科目

統計科学・数理科学の学習を通じて、様々な分野に応用可能な基礎技法の習得を目
指す。基礎的な内容を扱う「データサイエンス１」と応用的な内容を扱う「データサ
イエンス２」に分けられており、各２単位以上の修得が第３学年への進級要件だ。
▶ P. 20　変革の礎をつくる数理の基礎－データサイエンス科目－

データサイエンス科目
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「総合政策学」は、環境情報学部における「環
境情報学」と同じ位置づけの科目です。いずれ

も 1 単位なので、所属学部にかかわらず両方の科
目を履修する学生が多いと思います。そして両方履
修すると、双子の学部といいながらこの 2 つの科目
が全く異なる内容であることに驚くかもしれませ

ん。その違いもＳＦＣらしさかと思っていま
す。

「総合政策学」はまさにＳＦＣから発信され
た学問領域であり、今や他の大学でも同じ名前

を目にすることがあります。既存の学問を学びな
がら、新たな自分を発見する点においては、「体育 1」
の理念である「気づく」ことに共通していると思い
ます。そして 30 年後の自身について「探し、深め、

伝え」ていくことを期待しています。

「30 年後の将来を考えて、何を学ぶか」と
いうのは大変意義深い課題だと思います。30 年

後の未来は誰にもわからないでしょうが、今すぐ
役に立つことを勉強するのではなく、遠い将来を見
据えて何が本質的に重要かを考えることが大学での
学びの本質のような気がします。

総合政策学部の学生は、問題意識をしっか
りと内在しています。そのような学生が入学直

後に、総合政策学部さらにはＳＦＣが内包する多
様な専門領域に、それぞれのエキスパートによって
誘われていく。その体験に「卒

そっ
啄
たく

同
どう

時
じ

」の現象をイ
メージします。さまざまな学問の世界に触れるこ

とで、自分なりのアプローチに目覚める、ま
さに「総合政策学」で絶好の機会を得る

ことでしょう。

体育

心
身

ウ

ェルネス

情
報

技
術基礎科目

環
境情報学
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総合政策学

加茂 具樹先生

寄稿企画 必修５科目の担当教員から
まずは、総合政策学部・環境情報学部の全学生が履修する５科目を押さえておこう。自由に学
びを組み立てられるＳＦＣで、これらの科目が必修なのはなぜだろう。授業にはどんな工夫が
凝らされているのだろう。学生たちの様子は？　それぞれの科目を担当される先生方に、編集
部が知りたいことを尋ねてみた。（担当：藤井美来・松本こころ・宮田智華）

加茂 具樹
（かも・ともき）

総合政策学部長・教授。
専門は、現代中国政治外交、比較政治、
東アジア国際関係。

Q1. 毎回異なる先生が授業を担当されるのはなぜですか。また、それぞれの回の繋がりに
ついて教えてください。
　「総合政策学」の目的の一つは、総合政策学部、そしてＳＦＣに広がる多種多様な学問領
域の存在を知ってもらうことにあります。いま一つには、履修者が関心を抱き、また追究し
たいと考えている学問領域以外にも、様々な魅力的な領域があることを知ってもらうことで
す。学生が、無意識に閉じこもってしまっている「殻」を破る機会を提供したいと思ってい
ます。
Q2. どのような最終課題が設けられていますか。また、学生たちはどのような姿勢でその
課題に取り組んでいますか。
　履修者全体を 5 人ほどのグループに分け、「30 年後の将来を考えて、あなたたちはＳＦ
Ｃで何を学ぶのか」をグループ毎に考え、報告してもらいます。「30 年後」の未来を想像す
ることは難しそうです。悩んでいます。しかし学生一人一人の関心が異なるため、多様な未
来像が示されていて、私にとっては興味深いです。
Q3. 多種多様な専門領域へと進んでいく学生たちにとって、必修科目は、ＳＦＣ生の唯一
の共通基盤と言えるかもしれません。「総合政策学」の一連の講義を通して学生にどのよ
うなことを伝えたいですか。
　ＳＦＣは、自らの学問を「既存の学問分野を解体し、実践を通して 21 世紀の実学を作り
上げる」と唱え、「問題発見・問題解決」型の教育研究を展開していますから、「イシューを
考えること」を大切にしています。これは学びの姿勢としてとても斬新で、魅力的ですが、
同時に大切なことは既存の学問分野（ディシプリン）です。イシューもディシプリンも大切
です。ディシプリンを忘れずに。
Q4. 今後、授業内で新たに取り組んでみたい試みはありますか。
　「総合政策学」は、自分とは異なる関心を持つ学生とのネットワーキングをする機会になっ
て欲しいと思っています。ですから、教場から離れた空間での実習をする機会を設けること
ができたらよいな、と思っています。

総合政策学部の１年生全員が履修して、
一つの教室に集まります！

一ノ瀬 友博先生 より

森 さち子先生 より

加藤 貴昭先生 より

服部 隆志先生 より
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学部とキャンパスに広がる学問領域の多様
性（学際性）を理解し、そこでより豊かな学び

を得て、大きく発展させる（研究、社会実装する
ため）の仲間づくりのための機会を提供する。「環
境情報学」も「総合政策学」も、その講義の意図は
同じですね。そしてこの科目の主担当である学部長
としても悩みも同じだな、ということを一ノ瀬先
生のメッセージを見て感じました。「総合政策学」

と「環境情報学」という講義と、ＳＦＣに
広がる各学問領域（個別の授業）との「は

しわたし」をどうするか、とい
うことです。

「環境情報学」ではＳＦＣの理念を学び、各
領域の学問を知ることができると思いますが、

特に田植えや稲刈りは、実際に身体を使う体験か
ら学ぶという点で、体育科目と共通していると思い
ます。自らの身体を通して、はじめて「環境情報」
が知覚できるのだと思いますので、ぜひ積極的に

身体を活用してもらいたいと思います。

グループワークは重要だと思います。新型
コロナ以来オンラインで作業することが増え、

さらに最近では誰かに聞くよりも生成ＡＩに聞い
た方が早いという風潮もありますが、大学が提供す
る価値の一つは、他者とのコミュニケーションを通
じて自分が成長していく場を提供することではな

いでしょうか。

環境情報学とは一体どういう学問を意味す
るのか。環境情報学部を目指して入学してきた

学生でさえ、意外に環境情報学の一領域しか目に
入っていなかった可能性もあるでしょう。その研究
領域は、ＳＦＣでユニークに広がっています。田植
えや稲刈り、得難い経験です。もし許されること

でしたら、教員である私も駆り出されてみた
い！という気持ちになります。

総
合政策学

体育

心
身

ウ

ェルネス

情
報

技
術基礎科目
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環境情報学

一ノ瀬 友博先生

Q1. 毎回異なる先生が授業を担当されるのはなぜですか。また、それぞれの回の繋がりに
ついて教えてください。
　「環境情報学」では、初回に一ノ瀬が「環境情報学とは何か」を説明し、続いて 2 名ずつ
の教員が環境情報学部の 5 つの研究領域（先端情報システム、先端領域デザイン、先端生
命科学、環境デザイン、人間環境科学）を紹介しています。このようにすることにより、環
境情報学部が扱う学問領域の範囲を入学した直後に理解してもらうことを意図しています。
加えて、１回はＳＦＣに隣接する御所見地域で田植えや稲刈りを経験してもらい、地域への
理解も深めてもらいます。
Q2. どのような最終課題が設けられていますか。また、学生たちはどのような姿勢でその
課題に取り組んでいますか。
　最終課題ではなく、それぞれの授業ごとに課題を設定しています。適宜グループワークを
取り入れていて、それは最初の授業で知り合いを増やしてもらいたいという意図もあります。
田植えや稲刈りの回でも課題は設定されますが、これら授業を通して学生間のコミュニケー
ションを促したいと考えています。グループワークは、学生たちは楽しんで取り組んでいる
ように見受けられますし、田植えや稲刈りは思った以上に満足度が高いようです。
Q3. 多種多様な専門領域へと進んでいく学生たちにとって、必修科目は、ＳＦＣ生の唯一
の共通基盤と言えるかもしれません。「環境情報学」の一連の講義を通して学生にどのよ
うなことを伝えたいですか。
　環境情報学部が扱う研究領域は実に幅広いものです。これは環境情報学部・総合政策学部
が設置された 35 年前に設定された問題発見・問題解決というコンセプトを実現するために、
必然的に求められることであると思います。既存の大学では、学年が進行すると研究領域は
より細分化されていきます。しかし、環境情報学部・総合政策学部では研究を深化させるの
に並行して、領域を跨がる学際性を重視し、更に社会実装につなげて欲しいと思っています。
Q4. 今後、授業内で新たに取り組んでみたい試みはありますか。
　授業で取り組んでみたい新しいことは全ての教員が常に考えています。それはお楽しみと
させてもらえればと思います。学部長という立場としては、この「環境情報学」という授業
をとって、どれかの研究領域に興味を持ったら、さらにその研究領域について学ぶためのつ
なぎが必要かと思っています。もちろん、それぞれの領域の個別の授業は存在するのですが、

「環境情報学」とそれらの授業の間のギャップが大きいかと感じています。

一ノ瀬 友博
（いちのせ・ともひろ）

環境情報学部長・教授。
専門は、景観生態学、環境学、農村計画学。

環境情報学部の１年生全員が履修して、
一つの教室に集まります！

加茂 具樹先生 より

森 さち子先生 より

加藤 貴昭先生 より

服部 隆志先生 より

9 882 特集｜学びの核の現在地



ＳＦＣという場所は、主体的に、能動的に、
そして領域横断的に物事に取り組むことを期待

しています。だからＳＦＣで生活することって、
思った以上にハードワークです。ＳＦＣの時間を、
より豊かに活動するために、自らの心身の状況と常
に対話する習慣を養うことは重要だ、という森先

生のご指摘、おっしゃるとおりだと思います。
これって、学生だけでなく教員にとって

も大切なことです。

「心身ウェルネス」は、「体育 1」と併せて
初年度の必修として重要な科目の位置づけと

なっていますが、授業を通じて「身体健康精神活発」
の考えを学び、自らが実践することを期待していま
す。さらに充実した大学生活を送れるよう、保健部
門とも連携し、心身ウェルネスセンターとしても

サポートしていきたいと思います。

「保健衛生」から「心身ウェルネス」へ名称
が変わったことには、大きな意味があるように

感じられます。単に病気にならないということで
はなく、「真の健康」や「豊かに生きる」ということ
について考える授業があることは、学生の将来の生
き方にも大きな影響があると思います。

「心身ウェルネス」も通常の科目とはおもむ
きが異なると思います。森さち子先生が書かれ

ているように、大学で心身ともに健康な生活を送
るために重要な科目となります。当たり前で簡単な
ことのように聞こえますが、これは学生の皆さんに
とってとても大事なことで、勉強や研究、そして

課外活動もその基盤があって初めて可能にな
ります。

総
合政策学

体育

情
報

技
術基礎科目

環
境情報学

R

心身ウェルネス

森 さち子先生

Q1. 科目の意義や狙いは何ですか。
　本講義では、心身ともに健康な生活を送るための基礎知識を体得し、自身の健康上の問題
をいち早く発見できるよう、自分の健康状態についてより深く自覚し、考える習慣を身につ
けられることを目標としています。留学生・帰国生のための英語クラス（GIGA）では、海
外経験が長く、日本での生活に不慣れな学生を対象に、グループ体験を取り入れながら学生
間の交流も大切にしています。
Q2. 毎回異なる先生が授業を担当されるのはなぜですか。また、それぞれの回の繋がりに
ついて教えてください。
　それぞれに専門領域をもつ臨床心理士や医師が自らの臨床経験を生かして、担当すること
で、単なる知識にとどまらない、人生に深く関わる「臨床の知」を伝えることができます。
学生相談のカウンセラーも、担当者となっていることは、１年生の皆さんの学生相談利用の
敷居を低くしているようです。複数講師による広がりを持った講義は、最終的には心身の健
康を軸としてまとまりをもって学生の意識を高めるようになっています。
Q3. どのような最終課題が設けられていますか。また、その課題にはどのような思いが込
められていますか。
　これまで、以下のようなテーマを最終課題（1000 字程度）としてきました。７回の講義
を踏まえて、「『真の健康』とは」、「『豊かに生きる』とは」、「『心身ウェルネス』の講義で学
んだヘルスリテラシーをさらに高めるには、どのようなことが考えられますか」などです。
講義で得た知識を自分なりに、どのように咀嚼し、これからどのように生かしていくか、大
学１年生の時期に内面化し、言語化しておいてほしいという期待が込められています。
Q4. 学生を巡る健康環境は年々変化し続けていますが、授業が開講されてから本講義のシ
ラバスはどのように変わってきた／変わっていくのでしょうか。
　ＳＦＣ開設時の本講義の前身は、他学部と共通の「保健衛生」でしたが、数年後に「心身
ウェルネス」という名称に変わりました。その背景に、ＳＦＣオリジナルの心身ウェルネス
センターの存在があります。このセンターは、医学・心理・体育が 3 本柱となって、有機
的に機能しながら、学生の心身の状況とその時代的変遷を見守っています。ここでキャッチ
された学生の心身の状況は、今後も「心身ウェルネス」の講義内容に反映されていくでしょう。

森 さち子
（もり・さちこ）

総合政策学部教授。
専門は、臨床心理学、精神分析学。

総合政策学部と環境情報学部の１年生
全員が、学期前半か学期後半のいずれか
の７週に集中して授業を受けます！

加茂 具樹先生 より

一ノ瀬 友博先生 より

加藤 貴昭先生 より

服部 隆志先生 より

11 1082 特集｜学びの核の現在地



総環のカリキュラムがＳＦＣ体育を選択必
修科目としているのはなぜか。そんなことを考

えたことがあります。それはＳＦＣの体育が、Ｓ
ＦＣの教育体系の基盤であるということのメッセー
ジなんですよね。ＳＦＣ体育は、単なる身体運動能
力の向上を目的とする科目というのではなく、「気
づく、探す、深める、伝える」という理念を掲

げた対リーダシップ能力の強化を教育理念
に位置付けている、という加藤先生の

指摘は重要だなと思います。

ＳＦＣでは、体育必修の慶應の伝統が大切
に保たれています。私は、全キャンパス体育必

修時代の慶應生でしたが、大学に入って初めて体
育の意義を実感した一人でした。大学に入ってもな
ぜ、ＳＦＣでは体育の授業を重視しているか、きっ
と実感する時が来るでしょう。細やかな配慮をし

ながらコミュニケーションに優れた教員、あ
る種目を高く極めた教員たちとの出会い

を楽しんでください。

体育というと単に体を鍛えるだけと思いが
ちなのですが、メタな認知やスキルを養う授業

内容になっているのは感心します。授業を振り返っ
て可視化・言語化することはあらゆる分野で有用な
スキルですし、インクルーシブ体験は他者の立場を
想像する能力を身につけることができ、大変有意

義だと思います。

環境情報学部・総合政策学部では、体育を
必修科目として位置付けています。そしてその

豊かなバリエーションに驚くのではないでしょう
か。「体育」という科目名からは想像できないような
プログラムもあります。実は、体育は私たち教職員
にも開かれていて、皆さんが受けているプログラ

ムの一部を教職員も楽しんでいるのですよ。

情
報

技
術基礎科目

環
境情報学

心
身

ウ

ェルネス

総
合政策学

R

体育

加藤 貴昭先生

Q1. 科目の意義や狙いは何ですか。
　ＳＦＣ体育は、福澤先生の「身体健康精神活溌」という思想と、ＳＦＣの理念である問題
発見および問題解決の考えを基に、「気づく・探す・深める・伝える」を基本理念として掲
げています。他者との交流を伴う授業を通じて自身の心や身体の気づきを促し、多様な運動
体験の中で自分なりの関心や課題を探します。そしてその課題に向き合いながら学びを深め、
得られた経験や知識を後輩や社会へ伝えることを目指しています。
O2. 最終課題や、他の学生と共有することもできる「体育ノート」の設定には、どのよう
な意図がありますか。
　体育ノートは各授業を振り返る方法の一つで、自身の心身の状態を客観的に把握し、成長
を促す目的があります。ライフスキル調査や目標設定などもありますが、自分でも見えにく
い部分を可視化することで、自分の特徴を知る機会を提供しています。最終レポートでは科
目ごとに自身が取り組んだ種目を総括し、身体運動で獲得した知を言語化し、大学での身体
運動経験が社会生活でも応用されることを期待しています。
Q3. 「体育１」では、クラスのメンバーと毎週１回体育の授業を受けることになっています。
大学生が毎週同じメンバーで身体を動かす意義は何ですか。また、習熟度別ではなく、様々
なレベルの学生が集うことにはどのような意義がありますか。
　「体育 1」はクラス単位にて、多様な身体運動体験と活発な対人コミュニケーションを促
し、多様な集団の中で個を発見するための視点を養うことを目的としています。様々な背景
を持つ学生同士が交流を深め、多様性を体感する機会となります。また、車いすやブライン
ドウォークを含むインクルーシブ体験プログラムなどを通じ、障がいの有無に壁を作らない
本来の意味でのバリアフリーを体験し、さらなる人間的成熟を促します。
Q4. 「体育１」の授業を履修している学生たちの様子はいかがでしょうか。学生に好評な
取り組みや競技があれば教えてください。
　「体育 1」の授業開始時は人見知りや運動への苦手意識を持つ学生も多いのですが、多様
な授業、学生、教員、ＳＡとの温かな交流を通じて自身の心身の変化を実感し、終盤では自
分にとっての体育の楽しみ方を発見しようとする学生が増えているように思います。インク
ルーシブ体験プログラムも好評ですし、「体育 2」以降ではオリンピアンなど本物の先生方
から直接指導を受ける機会もあるので、思わぬ自分を発見し、さらに深く学ぶことができる
と思います。

加藤 貴昭
（かとう・たかあき）

環境情報学部教授。
専門は、人間工学、スポーツ心理学、
熟達化、e スポーツ。

クラスの絆が深まる「体育１」。その後は
「体育２・３」の授業を一コマずつ受講し
ます！

加茂 具樹先生 より

一ノ瀬 友博先生 より

森 さち子先生 より

服部 隆志先生 より

13 1282 特集｜学びの核の現在地



情報技術基礎科目で知り合った友人は、今
から思うと、ＳＦＣの生活のなかで中核にある

ように思います。私も卒業して 30 年が過ぎても
「情基礎」で知り合った友人とつながっています。
服部先生のメッセージを見て、そういうＳＦＣの学
修と生活の基幹を担う科目である情報技術基礎科目
の運営の難しさを再認識しました。「技術」の限界
やリスクを推測し、技術が引き起こす社会問題へ
の対応を理解することの意義は、その通りだと
思います。これまでの歴史を振り返れば、科

学技術の変化が、人々の生活の変化を促
し、社会構造、政治構造の変化を

促してきたのですから。

環境情報学部に志願して入学したものの、
必修である情報技術基礎科目を落とすのではと

冷や冷やしている学生の声をたまに聞くことがあ
ります。プログラミングの技術を身につける習熟度
の差において、ＳＡの占める役割が大きいことは
知っていましたが、受講生とＳＡの相互交流に、

まさに半学半教の精神が息づいているのです
ね。実習風景を福澤先生が興味深く眺め

る姿が浮かびました。

私が学生だった 90 年代当初、情報科目はま
さにＳＦＣらしさを象徴する授業であり、最先

端に触れられることが大きな魅力でした。情報技
術は今もなお加速度的に進化していますが、その変
化の中で何を学び、どのように活用していくのか、
自らの視点で問題発見・問題解決へとつなげてい

く力を養ってほしいと思います。

「情報基礎」は、日本の情報科学の先頭を走っ
てきた環境情報学部にとってまさに基盤となる

科目です。かつてはどの学生もプログラミングが
できるという大学は特別な存在でした。しかし、生
成ＡＩの登場によりプログラミング教育のあり方が
急速に変わりつつあります。とは言え、技術の基

礎的な理解は必要不可欠ですので、しっかり
学んでください。

環
境情報学

心
身

ウ

ェルネス

体育
総

合政策学

R

情報技術基礎科目

服部 隆志先生

Q1. 「情報基礎２」の履修後、学生はどのようなことをどのくらい習得した状態であるこ
とが目標とされていますか。
　ＳＦＣには多様な学生がいますから、学生によって習得すべき目標は異なると考えていま
す。技術系の道に進む学生は、基礎的なプログラミング技術を身につけ、より高度なプログ
ラミング学習の準備や、専門科目で必要なプログラムの作成ができるようになることが目標
です。それ以外の学生は、ソフトウェアがどのように開発されているかを理解し、企画・設
計・実装・改善といったプロジェクト管理を体験することが目標です。
Q2. 授業中の学生の様子はいかがですか。
　ほとんどの学生は真面目に演習に取り組んでいます。ＳＦＣ開設当初はコンピュータがま
だ珍しかったため、コンピュータを使った演習には独特の熱気がありましたが、最近はすっ
かり日用品になってしまったので、そのような熱気は薄れてしまったように感じます。また、
一部の学生ですが、他の学生や生成ＡＩから得た解答を、自分で理解せずにそのまま提出し
て事足れりとすることがあるのは残念に思います。
Q3. 「情報基礎」は必修科目の中でもＳＡの募集が盛んな科目ですが、学生同士が教え合
う仕組みを導入したことによる効果があれば教えてください。
　プログラミング学習では個別のサポートが重要ですが、教員だけではどうしても手が回ら
ないため、ＳＡの存在は必要不可欠です。さらに、教員には質問しにくいと感じる学生もい
ますが、ＳＡには気軽に質問できることが多く、ＳＡは教員よりも大きな役割を担うことも
あります。また、ＳＡにとっても、他の人に教えることで自身の理解を深める効果があり、
慶應の半学半教の伝統を体現していると言えます。
Q4. プログラミングやネットワークの知識など、情報技術基礎科目で学んだことは、学生
の学びや生活にどのように役立っていくでしょうか。
　情報技術に限らず、基礎的な科学技術について学校で学んだことを社会の中で直接使うこ
とは、その分野の専門家にならない限り、あまり無いと言えます。しかし、技術の基礎につ
いて知っておくことは、その技術の限界やリスクを推測することを可能にし、技術が引き起
こす社会的問題への対応に役立つのではないかと思います。その意味で、今後は情報技術基
礎科目でＡＩについて学ぶことが必要になってくるでしょう。

服部 隆志
（はっとり・たかし）

環境情報学部教授。
専門は計算機科学。

クラスで助け合いながら取り組む「情報
基礎１」。「情報基礎２」では個人で簡単
なゲーム開発に挑戦します！

加茂 具樹先生 より

一ノ瀬 友博先生 より

森 さち子先生 より

加藤 貴昭先生 より

15 1482 特集｜学びの核の現在地
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の
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め
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足
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」
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Ｓ
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開
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初
の「
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学
則
」

で
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、
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コ
ミ
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シ
ョ
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目
（
以
下
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科
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必
修
取
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っ
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あ
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の
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か
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「
九
〇
学
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「
一
四
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行
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「
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の
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環
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に
お
い
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語
科
目
の
必
修

単
位
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同
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あ
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い
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一
四
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の
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学
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は
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環
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報
学
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科
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必
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単
位
数
が
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な
い
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が
あ
り
ま
し
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一
四
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」
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修
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統
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合
政
策
学
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学
生
で
あ
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で
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れ
、
研
究
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た
め
の
「
足
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」
と
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科
目
の
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が
必
要
不
可
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だ
と
い
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考
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が
あ
り
ま
す
。

　

必
修
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位
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減
少
し
ま
し
た
が
、

そ
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カ
リ
キ
ュ
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全
体
の
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は
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と
し
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」
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ン
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よ
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用
す
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ニ

ン
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す
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が
Ｓ
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は
整
っ
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す
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こ
の
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に
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は
、
学
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あ
ま
り

学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
言
語
が
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
る
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　
マ
レ
ー
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
と
ア
ラ

ビ
ア
語
は
、
い
ず
れ
も
多
く
の
国
や
地

域
で
公
用
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
世
界
的
な
秩
序
を

考
え
る
と
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
言
語
科
目
と
し

て
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
て
も
何
ら
不
思

議
は
な
い
言
語
圏
か
つ
文
化
圏
で
す
。

　
ま
た
、
流
動
的
で
予
測
不
可
能
な
社

会
に
お
い
て
、
現
地
の
言
語
で
書
か
れ

た
一
次
資
料
は
、
研
究
の
際
の
重
要
な

ツ
ー
ル
と
な
り
ま
す
。
学
生
は
そ
れ
ら

を
分
析
し
、
研
究
の
際
に
活
用
し
て
い

ま
す
。
あ
る
学
生
は
現
地
に
住
み
な
が

ら
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
研
究

し
、
ま
た
あ
る
学
生
は
そ
の
言
語
で
書

か
れ
た
一
次
資
料
に
基
づ
く
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。
単
な

る
会
話
の
練
習
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

言
語
を
使
う
人
々
の
息
遣
い
や
手
触
り

を
知
る
研
究
と
連
動
し
て
い
る
こ
と
が

Ｓ
Ｆ
Ｃ
に
お
け
る
言
語
学
習
の
大
き
な

特
徴
で
す
。

●
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

支
え
る
日
本
語
教
育
の
特
徴

―
主
に
留
学
生
が
履
修
す
る
日
本

語
科
目
に
は
、
他
大
学
で
行
わ
れ
て
い

る
留
学
生
向
け
の
日
本
語
教
育
と
比
べ

て
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
か
。

　
一
つ
は
、
日
本
語
研
究
室
が
学
部
内

に
設
置
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
す
。

多
く
の
大
学
で
は
、
日
本
語
教
育
セ
ン

タ
ー
の
よ
う
な
組
織
が
、
学
部
と
は
別

に
独
立
し
た
形
で
存
在
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
Ｓ
Ｆ
Ｃ
で
は
、
開
講
さ

れ
て
い
る
十
一
言
語
の
科
目
の
一
つ
と

し
て
日
本
語
が
組
み
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
言
語
を
研
究
と
連
動
さ
せ
る
と
い

う
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
理
念
に
基
づ
き
、
日
本
語

は
研
究
活
動
と
密
接
に
関
わ
る
科
目
と

し
て
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の

で
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
日
本
語
教
育
の
目
的

そ
の
も
の
で
す
。
単
な
る
会
話
力
の
向

上
や
検
定
試
験
の
合
格
を
目
標
と
し
た

教
育
で
は
な
く
、
学
術
的
な
世
界
に
入

る
た
め
の
日
本
語
教
育
に
主
眼
が
置
か

れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
口
頭
発

表
や
論
文
執
筆
と
い
っ
た
、
研
究
活
動

に
直
結
す
る
能
力
の
育
成
で
す
。
以
上

二
点
は
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
に
お
け
る
日
本
語
教

育
の
大
き
な
特
徴
で
す
。

●
時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
言
語
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
未
来

―
今
後
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
改
正
し

て
い
く
と
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
改
正

が
あ
り
得
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
基
本
的
な
理
念
で
あ
る
「
研
究
の
た

め
の
足
腰
と
し
て
の
言
語
」
と
い
う
点

は
き
っ
と
変
わ
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
言
語
教
育
は
時
代
に
合
わ
せ
て

変
化
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
私
は
思

い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
社
会
の

変
化
に
応
じ
て
、
新
た
な
言
語
を
視
野

に
入
れ
な
が
ら
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
言
語
教
育
の

在
り
方
を
考
え
る
必
要
も
出
て
く
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
日
本
で
在

留
外
国
人
数
が
増
え
て
い
る
現
状
を
踏

ま
え
れ
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
語
や
ネ
パ
ー
ル

語
の
重
要
性
は
増
し
て
い
る
は
ず
で

す
。
ま
た
、
ア
イ
ヌ
語
や
琉
球
語
は
、

日
本
国
内
で
の
言
語
の
多
様
性
の
一
側

面
を
示
し
て
い
ま
す
。い
ず
れ
に
せ
よ
、

言
語
が
常
に
研
究
や
社
会
の
根
底
を
成

し
て
お
り
、
絶
え
ず
そ
れ
と
連
動
し
て

い
る
と
い
う
点
が
重
要
で
す
。

（
構
成
：
服
部
琴
夏
・
高
坂
真
優
佳
）

ＳＦＣでは開設当初より、「視野を広げ
る窓」として言語を学習することが重視
されてきた。現行のカリキュラムが 10
年以上運用される中、言語コミュニケー
ション科目はどのような役割を担い、進
化してきたのか。ＳＦＣの言語教育を取
りまとめる委員会で委員長を務める髙木
丈也先生に、詳しくお話を伺った。

髙木 丈也
（たかぎ・たけや）

総合政策学部専任講師。

専門は、朝鮮語学、方言学、談話分析。

世界への窓を言語でひらく
−言語コミュニケーション科目−

髙木 丈也
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●
柔
道
を
通
じ
た
人
間
教
育
と
Ｓ
Ｆ
Ｃ

の
学
生
の
特
質 

―
Ｓ
Ｆ
Ｃ
で
柔
道
を
教
え
る
に
当

た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
大
切
に

さ
れ
て
い
ま
す
か
。 

　
柔
道
を
楽
し
く
や
る
こ
と
、
そ
し
て

学
生
が
上
達
を
感
じ
る
こ
と
を
最
も
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
私
自
身
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
で
支
え

に
な
っ
た
の
は
「
楽
し
い
」
や
「
好
き
」

と
い
う
純
粋
な
気
持
ち
で
し
た
。「
楽

し
い
授
業
だ
っ
た
な
」
と
感
じ
て
帰
っ

て
も
ら
う
た
め
に
も
、
授
業
で
は
皆
さ

ん
の
や
り
た
い
こ
と
を
尊
重
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
柔
道
の
創
始

者
で
あ
る
嘉
納
治
五
郎
師
範
が
掲
げ
た

「
柔
道
を
通
し
て
社
会
に
貢
献
で
き
る

人
間
を
育
て
る
」
と
い
う
理
念
（
注
）

も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
単
に
技
を
習

得
す
る
だ
け
で
な
く
、
お
互
い
に
分
か

ら
な
い
こ
と
を
教
え
合
う
過
程
か
ら

「
思
い
や
り
」
や
「
礼
儀
」
を
学
ぶ
場

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
学
生
は
、
与
え
ら
れ
た
課
題

を
自
分
で
や
り
遂
げ
る
力
が
非
常
に
高

い
で
す
。
最
後
に
は
部
活
動
の
よ
う
な

一
体
感
が
生
ま
れ
る
ほ
ど
、
未
経
験
者

で
も
一
時
間
半
の
授
業
で
柔
道
を
満
喫

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｆ
Ｃ

の
学
生
の
特
徴
で
あ
る
こ
の
完
遂
力

を
、
柔
道
を
通
し
て
さ
ら
に
伸
ば
し
て

も
ら
い
た
い
で
す
。

●
Ｓ
Ｆ
Ｃ
が
今
、
武
道
を
大
切
に
す
る

理
由―

必
修
科
目
で
あ
る
体
育
に
柔
道
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
、
ど
の
よ
う
に

お
考
え
で
す
か
。 

　
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
に
、
中
学
校
で

「
武
道
・
ダ
ン
ス
必
修
化
」
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
学
校
教
育
で
は

武
道
の
存
在
感
が
薄
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
そ
う
し
た
中
で
も
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
体
育

は
今
も
武
道
を
非
常
に
大
切
に
し
て
い

ま
す
。
柔
道
以
外
に
、
空
手
や
剣
道
、

合
氣
道
の
授
業
も
開
講
さ
れ
て
い
ま

す
。
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
ぜ
ひ
と
も
こ

の
機
会
を
活
用
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

ま
た
、
将
来
学
生
た
ち
が
海
外
へ
出
た

際
に
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
で
得
た
日
本
文
化
と
し

て
の
武
道
の
経
験
は
自
分
自
身
の
強
み

や
誇
り
に
な
る
は
ず
で
す
。

　
武
道
の
形
が
時
代
と
共
に
変
わ
る
中

で
、今
の
学
生
に
何
を
伝
え
る
べ
き
か
、

他
の
教
員
と
も
議
論
を
重
ね
て
い
ま

す
。
今
後
も
Ｓ
Ｆ
Ｃ
な
ら
で
は
の
柔
道

の
形
を
追
求
し
て
い
き
た
い
で
す
。

（
構
成
：
高
坂
真
優
佳
・
服
部
琴
夏
）

注
：�

嘉
納
治
五
郎（
一
八
六
〇-

一
九
三
八
）は
、

心
身
の
力
を
一
番
有
効
に
働
か
せ
る「
精

力
善
用
」、
自
他
と
も
に
社
会
全
体
が
栄

え
て
い
く
「
自
他
共
栄
」
と
い
う
理
念

を
通
し
て
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
間

の
育
成
を
目
指
し
た
。（
講
道
館
「
柔
道

と
は
」
講
道
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト<

https: 
//kdkjudo.org/

柔
道
と
は/ >

 

最
終

閲
覧
日
二
〇
二
六
年
一
月
六
日
）

自由なカリキュラムを掲げるＳＦＣで、
体育は今もなお必修科目としての重要な
位置づけにある。今回は、数ある体育科
目の中でも「柔道」に焦点を当て、アテ
ネ・北京五輪で金メダルを獲得した講師
の谷本歩実先生にお話を伺った。

谷本 歩実
（たにもと・あゆみ）

アテネ五輪（2004年）と北京五輪（2008

年）柔道女子で金メダルを獲得。ＳＦ

Ｃでは、2024 年度から総合政策学部

非常勤講師として柔道の授業を担当。

柔道の授業はどのように行われているのだろうか。
本誌編集部員Ｔが受講生として授業に参加した。

▶バランスボールを使い
ながら行うと、怖さが半
減し、イメージも掴みや
すくなって、スムーズに
受け身の練習ができま
す。

②前回り受け身の練習▶しゃがむ＝グー、足を
前後に開く＝チョキ、足
を左右に開く＝パーとし
て、４人でジャンケンを
します。負けた人が後方
受け身か横受け身を行い
ます。

①受け身の練習を兼ねた

ウォーミングアップ

▶安全を考慮して、衝撃
を吸収する分厚いマット
を敷きます。そのため、
初心者でも恐怖心を抱か
ずに、思い切って技を練
習することができます。

④一本背負い投げの風景
③受け身の基本動作の確認 ▶二人一組での練習で

す。複雑な動きのため最
初は戸惑いましたが、手
足をどのように動かせば
よいのか、先生が丁寧に
教えてくれます。

▶ゲーム的な要素を取り
入れた練習です。帯の後
ろに挟んだオレンジ色の
布を取られたら負けで
す。動きの中から柔道の
身体の使い方を実践的に
体験します。

⑥三人一組で行うアクティビティ
⑤足運びの確認 ▶リズムを意識すると、

テンポよくスムーズに動
くことができます。四肢
を連動させる練習である
ため、基本の動作も身に
付けられる非常に合理的
なトレーニングだと感じ
ました。

▶柔道の授業のＳＡを務
める島津崇士さん。
実は島津さん、この授業
を通して柔道の腕を上
げ、現在は黒帯取得を目
指しているそうです。

⑦授業終盤の試合の様子 ▶授業の締めくくりに、
実際の形式に則した組手
練習を行います。授業の
序盤にはできなかったこ
とが、90 分の練習の後
にはできるようになって
いて、確実に上達してい
ることを実感できます。

体育「柔道」レポート

谷本 歩実

柔道からひもとくＳＦＣの体育

授業取材記
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●
問
題
の
解
像
度
を
上
げ
る

―
Ａ
Ｉ
が
普
及
し
つ
つ
あ
る
状
況
の

中
で
、
学
生
は
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な

勉
強
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
お
考

え
で
す
か
。

必
要
な
学
び
は
、「
ど
の
レ
ベ
ル
を

目
指
す
か
」
に
よ
り
ま
す
。

Ａ
Ｉ
を
単
に
ユ
ー
ザ
ー
と
し
て
使
う

の
か
、
Ａ
Ｉ
を
作
れ
る
人
、
Ａ
Ｉ
で
社

会
を
設
計
で
き
る
人
を
目
指
す
の
か
。

単
純
作
業
は
Ａ
Ｉ
に
代
替
さ
れ
て
い
く

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
が
目
指

し
て
い
る
の
は
、
Ａ
Ｉ
の
仕
組
み
を
理

解
し
、
そ
こ
か
ら
新
し
い
価
値
を
生
み

出
せ
る
よ
う
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

で
す
。
例
え
ば
、
Ａ
Ｉ
の
使
用
に
関
し

て
、
現
在
大
き
な
問
題
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
の
が
電
力
使
用
量
で
す
。
Ａ
Ｉ

は
膨
大
な
電
力
を
消
費
し
ま
す
。
発
電

所
が
足
り
な
い
と
い
う
議
論
も
出
て
き

て
い
る
ほ
ど
で
す
。
そ
の
解
決
方
法
を

探
る
と
、
Ａ
Ｉ
の
内
部
で
行
っ
て
い
る

計
算
、
と
り
わ
け
巨
大
な
線
形
代
数
計

算
に
行
き
着
き
ま
す
。
仕
組
み
や
技
術

を
理
解
す
れ
ば
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
改

良
で
計
算
負
荷
を
軽
減
し
、
電
力
問
題

を
解
決
す
る
可
能
性
も
見
え
て
き
ま

す
。
ユ
ー
ザ
ー
目
線
だ
け
で
な
く
、
技

術
の
視
点
か
ら
も
問
題
を
見
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
問
題
の
解
像
度
が
上
が
る

の
で
す
。
大
き
な
技
術
の
発
展
が
起
き

て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
基
礎
理
解
の

重
要
度
が
増
し
て
き
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
よ
う
な
観
点
に
立
っ
て
、
新
し
い

解
決
策
が
出
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

―
今
後
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
Ｄ
Ｓ
科
目
は
ど

の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う

か
。正

直
に
言
え
ば
、
ま
だ
明
確
な
答
え

は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
り
、

Ｄ
Ｓ
１
（
注
２
）
の
授
業
で
扱
う
問
題

や
レ
ポ
ー
ト
課
題
は
高
い
精
度
で
解
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
状

況
で
、
ど
の
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
設

計
が
最
適
な
の
か
は
、
現
在
議
論
が
続

い
て
い
る
大
き
な
課
題
で
す
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
に
よ
っ
て
、

学
問
の
世
界
に
も
大
き
な
変
革
が
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｓ
科
目
で
は
、

そ
の
進
化
を
活
用
し
つ
つ
、
現
状
に

フ
ィ
ッ
ト
さ
せ
る
形
を
模
索
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
構
成
：
吉
仲
貴
紀
）

注
１ �

Ｔ
Ａ
・
Ｓ
Ａ
：
授
業
運
営
や
学
習
支
援

の
面
で
教
員
の
サ
ポ
ー
ト
を
務
め
る
学

生
の
こ
と
。

注
２ �

Ｄ
Ｓ
１
：
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
科
目
の

う
ち
、
基
礎
的
な
内
容
を
扱
う
科
目
群
。

線
形
代
数
、
微
分
積
分
、
確
率
、
統
計

基
礎
の
四
種
類
の
科
目
が
開
講
さ
れ
て

い
る
。

ＳＦＣでは、統計科学や数理科学の基礎を
学ぶデータサイエンス科目を必修として位
置づけている。生成ＡＩが普及し、単純な
問題への答えを簡単にＡＩに任せてしまえ
る今、なぜ数学を学ぶことが必要なのだろ
うか。ＳＦＣにおけるデータサイエンス科
目の歴史と設計思想、そしてＡＩ社会の課
題を探るべく、データサイエンス科目のカ
リキュラムを取りまとめる巴山竜来先生を
訪ねた。

●
な
ぜ
今
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
科
目
が

必
要
な
の
か

―
Ｓ
Ｆ
Ｃ
に
お
い
て
、
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
科
目
（
以
下
、
Ｄ
Ｓ
科
目
）
は

ど
の
よ
う
な
経
緯
や
目
的
で
設
置
さ
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ｓ
Ｆ
Ｃ
は
開
設
当
初
か
ら
「
文
理
融

合
」「
学
際
的
研
究
」
と
い
う
理
念
の

も
と
、
言
語
、
情
報
、
体
育
と
並
ん
で
、

数
学
を
重
要
視
し
て
き
ま
し
た
。
名
称

の
変
化
は
あ
れ
ど
、
情
報
系
科
目
と
数

学
系
科
目
は
当
初
か
ら
あ
り
、
時
代
に

合
わ
せ
て
再
編
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
Ｄ

Ｓ
科
目
が
必
修
で
あ
る
理
由
と
し
て
、

数
学
が
情
報
系
科
目
を
学
ぶ
た
め
の
土

台
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ

れ
に
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
は
数
学
を
必
須
と
し
な

い
入
学
経
路
も
あ
る
た
め
、
数
学
の
基

礎
力
が
十
分
で
な
い
学
生
も
一
定
数
い

ま
す
。
そ
う
し
た
学
生
の
基
礎
力
を
底

上
げ
す
る
狙
い
も
あ
り
ま
す
。

数
理
の
基
礎
の
面
白
さ
と
重
要
性
を

知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
の
も
、
必
修
化

の
一
つ
の
理
由
で
す
。
学
校
を
卒
業
す

る
と
、
数
学
を
学
ぶ
機
会
は
一
気
に
減

り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
数
学
が
新
し

い
技
術
習
得
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に
な

る
こ
と
が
多
い
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

数
学
で
つ
ま
ず
い
て
学
び
の
機
会
を

損
な
わ
な
い
よ
う
に
必
修
に
し
て
い

ま
す
。
い
わ
ば
「
未
来
へ
の
投
資
」

で
す
ね
。
Ｄ
Ｓ
科
目
を
き
っ
か
け
に

数
学
の
楽
し
さ
に
気
付
い
た
ら
、
よ

り
深
く
数
学
を
学
べ
る
研
究
会
に
進

む
道
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
履

修
者
間
に
習
熟
度
の
差
が
あ
る
こ
と
で

す
。
内
容
自
体
は
、
時
間
を
か
け
て
学

べ
ば
理
解
で
き
る
よ
う
に
設
定
し
て
い

る
つ
も
り
で
す
。
難
し
い
と
感
じ
た
ら

積
極
的
に
質
問
し
て
理
解
を
深
め
ら

れ
る
よ
う
、
Ｔ
Ａ・
Ｓ
Ａ（Teaching 

A
ssistant/Student A

ssistant

）

（
注
１
）
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
も
比
較
的

充
実
し
て
い
ま
す
。
多
様
な
教
員
が

多
様
な
科
目
を
開
講
す
る
こ
と
で
、

授
業
の
内
容
に
も
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
持
た
せ
て
い
ま
す
。

巴山 竜来
（はやま・たつき）

環境情報学部准教授。

専門は、数学（複素幾何学）、デザイン・アー

トへの数学の応用。

巴山 竜来

変革の礎をつくる数理の基礎
−データサイエンス科目−
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カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
今
で
こ
そ
一
般
的
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
大
学
や
大
企

業
の
研
究
所
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
な
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
が
学
生
向
け
に
計
百
六
十

台
設
置
さ
れ
た
環
境
は
、
当
時
の
日
本

で
は
画
期
的
で
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
ま
だ
一
般
家
庭
で
使
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
た
め
、学
生
に
は
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
が
ど
う
い
う
も
の
か
と
い
う
こ
と
か

ら
教
え
ま
し
た
。

　
Ｓ
Ｆ
Ｃ
で
「
情
報
基
礎
」
が
必
修
で

あ
る
こ
と
の
背
景
に
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
を
知
っ
て
い
る
こ
と
自
体
が
様
々

な
分
野
で
強
み
に
な
る
と
い
う
考
え
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
軸
は
開
設
か
ら

三
十
五
年
が
経
つ
今
で
も
変
わ
り
ま
せ

ん
が
、
学
ぶ
内
容
は
大
幅
に
変
え
る
必

要
が
あ
る
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
い
ま

す
。

●
時
代
の
変
化
に
寄
せ
て

―
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
情
報
教
育
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
は
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
展
開

し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

　
今
、
情
報
教
育
を
取
り
巻
く
環
境
に

二
つ
の
大
き
な
変
化
が
起
き
て
い
ま

す
。

　
一
つ
は
、
高
校
で
の
情
報
教
育
の
変

化
で
す
。
高
校
で
情
報
の
科
目
が
全
国

的
に
導
入
さ
れ
た
の
は
一
九
九
九
年
で

す
が
、
長
ら
く
不
十
分
な
体
制
が
続
い

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
こ
こ
二
、三

年
で
状
況
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

特
に
二
〇
二
五
年
に
大
学
入
学
共
通
テ

ス
ト
に
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
、
高
校
も

本
腰
を
入
れ
て
情
報
科
目
を
教
え
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
高
校
を
卒
業

す
る
ま
で
に
本
格
的
な
情
報
教
育
を
受

け
た
生
徒
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
大
学
で
の
授
業
内
容
を
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

も
う
一
つ
は
、
Ａ
Ｉ
の
普
及
で
す
。

今
、
コ
ー
ド
エ
デ
ィ
タ
の
多
く
に
は
、

デ
フ
ォ
ル
ト
で
Ａ
Ｉ
の
機
能
が
付
い

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
エ
デ
ィ
タ

で
は
、
Ａ
Ｉ
が
先
回
り
を
し
て
、
答

え
を
表
示
し
て
し
ま
い
ま
す
。
企
業

で
も
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
Ａ
Ｉ
を
使

用
す
る
の
は
当
た
り
前
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
Ａ
Ｉ
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
書

か
せ
、
そ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
で

学
習
を
行
う
方
法
な
ど
も
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
ま
だ
誰
も
そ
の
よ
う
な
や
り

方
で
教
え
た
こ
と
が
な
い
た
め
、
実
際

ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。

（
構
成
：
岡
田
奈
和
実
）

ＳＦＣでは人工言語がカリキュラムの大
きな軸の一つとして捉えられ、1990 年
の開設当初から情報教育が重視されてき
た。しかし今、情報を取り巻く環境は大
きく変化している。最先端の環境から出
発したＳＦＣの情報教育は、今の学生た
ちに何をもたらそうとしているのか。Ｓ
ＦＣの情報教育に長年携わってこられた
服部隆志先生に、これまでの道のりとこ
れからの展望を伺う。

●
教
養
と
し
て
の
「
情
報
基
礎
」
と
研

究
へ
の
足
掛
か
り

―
現
在
、
情
報
技
術
基
礎
科
目
の
授

業
は
三
つ
の
レ
ベ
ル
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
意
図
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
三
つ
の
う
ち
、
最
初
の
レ
ベ
ル
１
と

２
に
相
当
す
る
科
目
が
、「
情
報
基
礎

１
」
と
「
情
報
基
礎
２
」
で
す
。
こ
れ

ら
は
原
則
と
し
て
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
学
生
全
員

が
履
修
し
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
履
修

者
の
大
半
は
、
将
来
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

専
門
的
に
勉
強
す
る
わ
け
で
は
な
い
人

た
ち
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
人
た
ち
に
「
情
報
基
礎
」
ま
で

履
修
し
て
も
ら
う
こ
と
で
体
得
し
て
ほ

し
い
の
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
の
常
識

と
し
て
必
要
に
な
る
教
養
レ
ベ
ル
の
内

容
と
最
低
限
の
リ
テ
ラ
シ
ー
で
す
。
た

だ
、
い
わ
ゆ
る
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的

思
考
」
を
身
に
付
け
る
の
は
簡
単
な
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
で
問
題
を

適
切
に
設
定
し
、
解
決
の
た
め
の
設
計

を
行
う
力
を
習
得
し
て
ほ
し
い
と
願
い

つ
つ
も
、
実
際
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
動
か

な
け
れ
ば
ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ

ん
。
技
術
的
な
部
分
に
意
識
が
向
き
が

ち
な
の
が
課
題
で
す
。

　
「
情
報
基
礎
１
」
や
「
情
報
基
礎
２
」

よ
り
も
上
の
レ
ベ
ル
３
の
授
業
に
な
る

と
、
研
究
会
や
先
端
科
目
な
ど
へ
の
橋

渡
し
が
意
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
変
更
に
応
じ
て
、
レ
ベ
ル

３
に
相
当
す
る
科
目
の
数
も
変
わ
り
、

専
門
的
か
つ
多
様
な
授
業
が
設
置
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
の
基
礎
を
身
に
付
け
た
上
で
、
レ

ベ
ル
３
の
授
業
に
ま
で
進
む
と
、
学
生

が
自
分
の
関
心
や
研
究
に
合
っ
た
学
習

内
容
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

●
原
点
を
見
つ
め
る

―
Ｓ
Ｆ
Ｃ
に
お
け
る
情
報
教
育
の
出

発
点
に
は
、
ど
の
よ
う
な
環
境
と
考
え

が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
Ｓ
Ｆ
Ｃ
で
は
一
九
九
〇
年
の
開
設
当

初
か
ら
、
新
入
生
全
員
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
を
教
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

服部 隆志
（はっとり・たかし）

環境情報学部教授。

専門は計算機科学。

R

服部 隆志

変わりゆく情報教育の中で
−情報技術基礎科目−
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の
基
本
的
な
考
え
方
や
、
健
康
の
概
念

に
つ
い
て
学
び
、
学
生
同
士
で
意
見
交

換
を
行
い
な
が
ら
理
解
を
深
め
ま
す
。

臨
地
演
習
で
は
、
藤
沢
市
や
周
辺
地
域

に
あ
る
多
様
な
施
設
や
団
体
を
訪
問

し
、
実
際
に
利
用
者
や
参
加
者
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
経
験
を
し

ま
す
。
障
が
い
や
精
神
疾
患
を
お
持
ち

の
方
の
生
活
の
場
に
限
ら
ず
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
、
様
々
な
世
代
が
集

う
地
域
の
居
場
所
、在
宅
医
療
の
現
場
、

地
域
活
動
団
体
な
ど
、
演
習
の
場
は
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
。
そ
の
後
、
学
内
に

戻
り
、
こ
れ
ら
の
経
験
を
振
り
返
り
ま

す
。
健
康
の
在
り
方
が
様
々
で
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人

に
と
っ
て
健
康
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味

が
あ
る
の
か
、
そ
の
人
ら
し
い
健
康
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
を
考
え
る

の
が
最
終
日
の
課
題
で
す
。

こ
の
科
目
は
、
近
年
重
要
視
さ
れ
て

い
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
」（
注
１
）
と

い
う
概
念
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
入
院

期
間
の
短
縮
、
在
宅
医
療
や
外
来
医
療

の
進
展
な
ど
を
背
景
に
、看
護
職
に
は
、

対
象
者
を
「
患
者
」
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
生
活
者
と
し
て
捉
え
、
他
職
種
と

協
働
し
な
が
ら
支
援
す
る
視
点
が
こ
れ

ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本

科
目
は
、
そ
う
し
た
現
代
の
看
護
に
不

可
欠
な
視
点
を
、
入
学
後
の
早
い
段
階

か
ら
育
む
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
ま

す
。二

〇
二
二
年
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
定

で
、
新
し
く
「
地
域
包
括
ケ
ア
入
門
」

が
一
年
生
向
け
の
必
修
科
目
と
し
て
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
も
と
も
と
「
ヘ
ル
ス

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
実
践
」
と
い
う
選
択

科
目
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
取
り
組

み
を
発
展
さ
せ
、
よ
り
多
く
の
学
生
が

地
域
包
括
ケ
ア
の
概
念
を
理
解
で
き
る

よ
う
に
必
修
化
さ
れ
ま
し
た
。
看
護
は

地
域
に
根
ざ
し
た
実
践
が
重
要
で
す
。

こ
の
科
目
は
演
習
形
式
で
行
な
わ
れ
、

入
学
後
の
早
い
段
階
か
ら
現
場
感
覚

を
身
に
付
け
ら
れ
る
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
。

●
お
互
い
の
専
門
性
を
理
解
し
連
携
を

取
る―

二
〇
一
一
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
医

学
部
、
看
護
医
療
学
部
、
薬
学
部
の
三

学
部
合
同
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
ど
の
よ

う
な
き
っ
か
け
で
始
ま
っ
た
の
で
す

か
。

医
療
の
現
場
で
は
、
専
門
分
化
が
進

む
中
で
、
異
な
る
専
門
職
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
非
常
に
重
要
視

さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
専
門
が
異
な
れ

ば
、
も
の
の
見
方
や
問
題
の
捉
え
方
に

も
違
い
が
あ
り
、
実
際
の
現
場
で
は
そ

れ
が
連
携
の
難
し
さ
に
つ
な
が
る
こ
と

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
課
題

を
解
決
す
る
た
め
、
多
職
種
連
携
教

育
（
注
２
）
が
多
く
の
大
学
で
取
り
入

れ
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

慶
應
義
塾
大
学
で
は
一
九
一
七
年

に
開
設
し
た
医
学
部
に
加
え
、

二
〇
〇
一
年
に
看
護
医
療
学
部
が
で

き
、
そ
の
後
共
立
薬
科
大
学
と
慶
應

義
塾
大
学
の
合
併
に
よ
り
、二
〇
〇
八

年
に
薬
学
部
が
誕
生
し
ま
し
た
。
医

療
系
の
三
つ
の
学
部
が
そ
ろ
っ
た
教

育
環
境
を
生
か
し
、
学
生
の
段
階
か

ら
多
職
種
が
共
に
学
び
、
互
い
の
専

門
性
を
理
解
す
る
機
会
を
設
け
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、

二
〇
一
一
年
に
医
学
部
、
看
護
医
療

学
部
、
薬
学
部
に
お
い
て
多
職
種
連

携
教
育
を
組
み
入
れ
た
独
自
の
三
学

部
合
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始
ま
り
ま
し

た
。

●
看
護
の
可
能
性
を
広
げ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育―
看
護
医
療
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
入
門
」
が
組
み

込
ま
れ
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

大
き
な
背
景
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の

は
、看
護
医
療
学
部
が
置
か
れ
て
い
る
Ｓ

Ｆ
Ｃ
全
体
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技

術
）
に
強
み
を
持
つ
教
育
・
研
究
拠
点

で
あ
る
こ
と
で
す
。
Ｓ
Ｆ
Ｃ
で
は
、
開

設
当
初
か
ら
情
報
技
術
を
社
会
課
題
の

解
決
に
生
か
す
教
育
が
重
視
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
例
え
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

分
野
の
第
一
人
者
と
し
て
知
ら
れ
る
村

井
純
先
生（
慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
）

が
、
環
境
情
報
学
部
を
拠
点
に
長
年
研

究
と
人
材
育
成
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た

こ
と
は
、
そ
の
象
徴
的
な
例
と
言
え
ま

す
。そ

う
し
た
環
境
の
中
で
、
政
策
・
メ

デ
ィ
ア
研
究
科
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
学
び
、
研
究
経
験
を
積
ん

だ
宮
川
祥
子
先
生
（
看
護
医
療
学
部
准

教
授
）
が
、
看
護
医
療
学
部
に
着
任
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
看
護
教
育
の
中
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
体
系
的
に
位
置
づ
け
る
こ
と

が
現
実
的
な
選
択
肢
と
し
て
具
体
化
し

●
実
践
と
講
義
で
培
う
看
護
力

―
看
護
医
療
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
特
徴
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

看
護
医
療
学
部
は
、
看
護
学
を
基
盤

と
し
た
体
系
的
な
教
育
を
通
し
て
、
看

護
師
国
家
試
験
受
験
資
格
を
取
得
で
き

る
学
部
で
す
。
慶
應
義
塾
大
学
病
院
や

慶
育
病
院
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
臨

床
フ
ィ
ー
ル
ド
で
臨
地
実
習
を
行
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
所
定
の
課
程
を
履
修
す

る
こ
と
で
、
保
健
師
養
成
コ
ー
ス
や
助

産
師
養
成
コ
ー
ス
を
選
択
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
国
家
試
験
受
験
資
格
を
目
指
す
こ

と
も
可
能
で
す
。

一
、二
年
生
で
は
看
護
学
の
基
盤
と

な
る
基
礎
科
目
を
中
心
に
学
び
ま
す

が
、
単
な
る
座
学
に
と
ど
ま
ら
ず
、
早

い
段
階
か
ら
医
療
・
地
域
の
現
場
に
触

れ
る
機
会
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
も
、

本
学
部
な
ら
で
は
の
特
徴
で
す
。
近
年

は
、
講
義
と
演
習
を
組
み
合
わ
せ
た
実

践
的
な
科
目
が
充
実
し
て
き
て
い
ま

す
。
例
え
ば
「
地
域
包
括
ケ
ア
入
門
」

で
は
、
演
習
形
式
を
通
じ
て
、
地
域
で

暮
ら
す
人
々
の
生
活
や
支
援
の
在
り
方

を
具
体
的
に
考
え
る
力
を
養
い
ま
す
。

ま
た
、
五
年
間
で
学
士
（
看
護
学
）

と
修
士（
看
護
学
）を
取
得
で
き
る「
５

年
一
貫
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
も
あ
り
ま

す
。
学
修
意
欲
が
高
く
、
研
究
に
取
り

組
ん
で
み
た
い
学
生
が
、
学
部
在
学
中

か
ら
大
学
院
レ
ベ
ル
の
学
び
に
挑
戦
で

き
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。他
に
も
、

医
学
部
、
薬
学
部
と
の
三
学
部
合
同
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
は
じ
め
と
し
た
学
部
横

断
的
な
教
育
も
特
徴
的
で
す
。
多
様
な

分
野
の
視
点
を
取
り
入
れ
な
が
ら
学
ぶ

こ
と
で
、
医
療
や
地
域
の
現
場
で
求
め

ら
れ
る
協
働
力
や
俯
瞰
的
な
思
考
力
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
人
々
の
健
康
の
在
り
方
に
つ
い
て
考

え
る―

必
修
科
目
で
あ
る
「
地
域
包
括
ケ

ア
入
門
」
は
ど
の
よ
う
な
内
容
を
学
ぶ

科
目
な
の
で
し
ょ
う
か
。

「
地
域
包
括
ケ
ア
入
門
」
は
、
地
域

で
暮
ら
す
人
々
の
多
様
な
生
活
の
場
に

触
れ
な
が
ら
、
健
康
と
は
何
か
を
考
え

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
必
修
科
目
で

す
。授
業
は
、学
内
で
の
講
義
と
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
、
地
域
で
の
臨
地
演
習
を
一

週
間
ほ
ど
で
行
う
構
成
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
学
内
で
、
地
域
包
括
ケ
ア

看護医療学部の学生は、湘南藤沢と信
濃町の二つのキャンパスで学んでい
る。そうした環境下で提供される看護
医療学部のカリキュラムはどのような
独自性を持つのか。看護医療学部のカ
リキュラム委員会の委員長を務めてい
る田口敦子先生にお話を伺った。

田口 敦子

境界を超えて広がる学び
−看護医療学部の授業科目−
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て
い
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
背
景
の
も

と
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
含
む
Ｉ
Ｃ
Ｔ

関
連
科
目
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
込

ま
れ
、
学
生
が
将
来
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
Ｉ

Ｔ
や
医
療
情
報
分
野
な
ど
、
多
様
な
進

路
を
思
い
描
け
る
教
育
環
境
が
整
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
看
護
医
療
学

部
が
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
（
卒
業

認
定
・
学
位
授
与
の
方
針
）
で
掲
げ
て

い
る
五
つ
の
資
質
・
能
力
目
標
の
一
つ

に「
変
化
を
起
こ
す
力
」が
あ
り
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
は
、
こ
の
力
を
育
む
上
で

重
要
な
要
素
の
一
つ
で
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
不
可
欠
と

な
っ
た
現
代
社
会
に
お
い
て
、
課
題

を
見
い
だ
し
、
新
た
な
解
決
策
を
構

想
し
実
装
で
き
る
看
護
職
の
育
成
に

つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
「
公
共
哲
学
」
×
看
護
医
療
学
部

―
二
〇
二
二
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

る
看
護
医
療
学
部
の
「
保
健
医
療
福
祉

行
政
展
開
論
」で
は
、 

鈴
木
寛
先
生（
政

策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
特
任
教
授
）
も

講
義
し
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
授
業

な
の
で
し
ょ
う
か
。

以
前
、
鈴
木
先
生
の
「
公
共
哲
学
」

の
授
業
に
感
銘
を
受
け
、
公
衆
衛
生
看

護
を
学
ぶ
学
生
に
と
っ
て
重
要
な
知
識

だ
と
考
え
、
看
護
医
療
学
部
で
の
講
義

を
依
頼
し
ま
し
た
。
現
在
「
保
健
医
療

福
祉
行
政
展
開
論
」
と
い
う
科
目
の
一

部
を
鈴
木
先
生
に
担
当
を
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
授
業
の
特
徴
は
、
講
義
で

基
本
的
な
考
え
方
を
学
ん
だ
上
で
、
現

場
で
生
じ
る
様
々
な
ジ
レ
ン
マ
を
想
定

し
た
事
例
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
通
し
て
検
討
す
る
点
に
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
制
度
と
個
人
の
尊
厳
が

衝
突
す
る
場
面
や
、
限
ら
れ
た
資
源
の

中
で
判
断
を
迫
ら
れ
る
状
況
な
ど
を
題

材
に
、「
ど
の
よ
う
な
価
値
を
優
先
す

る
の
か
」「
ど
の
よ
う
な
哲
学
的
、
政

策
的
視
点
が
適
用
で
き
る
の
か
」
を
多

角
的
に
考
え
て
い
き
ま
す
。
看
護
職
が

将
来
直
面
す
る
可
能
性
の
あ
る
葛
藤

を
、
学
生
の
段
階
か
ら
言
語
化
し
、
考

え
る
力
を
養
う
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い

ま
す
。

今
年
度
の
授
業
は
総
合
政
策
学
部
、

環
境
情
報
学
部
の
学
生
、
ま
た
法
学
部

の
学
生
も
受
講
し
て
く
れ
ま
し
た
。
本

学
部
の
学
生
は
、
共
通
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
中
で
専
門
性
を
深
め
て
い
き
ま
す

が
、
そ
の
一
方
で
、
同
じ
分
野
の
価
値

観
に
と
ら
わ
れ
が
ち
に
な
る
側
面
も
あ

り
ま
す
。
異
な
る
専
門
や
視
点
を
持
つ

学
生
同
士
の
議
論
を
通
じ
て
、
学
び
が

深
ま
る
点
も
大
き
な
魅
力
で
す
。
こ
の

科
目
は
、
秋
学
期
の
初
め
か
中
ご
ろ
の

二
日
間
で
集
中
講
義
科
目
と
し
て
開
講

し
て
い
ま
す
。
ど
の
学
部
の
学
生
で
あ

る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
広
く
参
加
し
て

い
た
だ
き
た
い
授
業
で
す
。

（
構
成
：
石
田
百
花
）

注
１ �

地
域
包
括
ケ
ア
：
介
護
な
ど
を
必
要
と

す
る
高
齢
者
が
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮

ら
し
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
主
に
地

方
公
共
団
体
が
中
心
と
な
っ
て
地
域
の

関
係
者
が
連
携
し
、
住
ま
い
、
医
療
、

介
護
、
予
防
な
ど
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
を
一
体
的
に
提
供
す
る
こ
と
。

注
２ �

多
職
種
連
携
教
育
：
教
育
の
段
階
か
ら
、

医
学
部
、
看
護
医
療
学
部
、
薬
学
部
な

ど
、
医
療
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
分
野
の

学
生
が
共
に
学
ぶ
仕
組
み
の
こ
と
。

田口 敦子
（たぐち・あつこ）

看護医療学部教授。

専門は、公衆衛生看護学、地域看護学。

教えて！
あなたの〈必修〉授業

履修の自由度が高く、多様な科目が同時に存在する総合政策学部・環境情
報学部では、学生全員が履修すべき必修科目は最低限に留められている。
看護医療学部はその設置目的から必修となっている科目が多い一方で、総
合的な看護の学びを支える特色ある科目が存在する。そうした環境におい
て、学生たちはどのように学びを選び、どの授業を自分にとっての〈必修〉
と見なしているのか。それは個々の経験や関心から立ち上がるものなのか
もしれない。そこで今回、8名の学生にアンケートを実施し、自分にとっ
ての〈必修〉授業と、その活用法、履修上の注意点を伺った。

（担当：宮田智華）

　メディアアート研究のための履修計画
　すべての学びが研究を深める
　議論の姿勢を学びながら生態学を探究
　「ＳＦＣらしい学び」を堪能
　政策という観点で看護の現場を捉え直す
　生命科学の専門性を磨く
　学びの海を自由に泳いで
　理論と実践を行き来しながら

27 2682 特集｜学びの核の現在地



選択必修科目のおすすめ
「体育２」以降の「パラスポーツ」

という授業がおすすめです。この授
業は私が知らなかった世界を教えて
くれました。パラリンピックの選手
を経験された方が講師を務めてい
て、毎回いろいろな障がいを持った
アスリートの方が講演しに来てくだ
さいます。
共通科目や先端科目のおすすめ
「環境保全計画論」の授業が面白

かったです。「ＳＦＣ村」を作るた
めに野菜、肉、衣服、住居などのジャ
ンルごとに、何がどのくらい必要か
を算出し、環境への負荷を計算しま
した。ＳＦＣだけでもかなりの環境
負荷がかかることを学びました。ま

た、「プレゼンテーション技法」とい
う授業もＳＦＣらしいなと思います。
学びの生かし方

私は自分の興味をあらかじめ限定
せず、シラバスを読んで直感的に面
白そうだなと思った授業を選ぶよう
にしています。そうすることで、分
野を超えた様々な学びが深められ、
自分の視野を広げることができます。
履修の留意点とアドバイス

私は入学前からＳＮＳ等で情報収
集をして備えていましたが、１年秋
学期では抽選にかなり落ちてしま
い、日吉の授業を代わりに取ったこ
とがあります……。履修の情報は確
実に把握しておくことをおすすめし
ます！

 「ＳＦＣらしい学び」を堪能

A.K.
環境情報学部 2 年。馬場わ
かな研究会所属。
研究内容：ドイツの地域都市
はなぜ活気があるのかについ
ての研究。

選択必修科目のおすすめ
「体育２」以降で履修できる「パ

ラスポーツ」がおすすめです。実技
と座学の２種類があり、東京・パラ
リンピック競泳金メダリストの木村
敬一さんをはじめ、豪華な教師陣に
よる非常に面白い授業です。
共通科目や先端科目のおすすめ
「視覚メディア表現」は、コン

ピュータグラフィックスと音響を扱
うプログラミングツールである

「C++」、「OpenGL」、「GLSL」の
入門として、「openframeworks」
というフレームワークを扱う授業で
す。実践的なスキルを身に付けられ
ます。積極的に取り組めば、かなり

のスキルアップが期待できます。
学びの生かし方
「openframeworks」で身に付け

た「C++」の知識は、研究で扱うこ
とがあるＨＰＣ（High Performance 
Computing）において必須スキル
とも言えるので、その基礎が学べた
ことは今でも自分の研究に生きてい
ると思います。 
履修の留意点とアドバイス

体育に関しては、きちんと必要単
位数を確認しておくことが大切で
す。３年生から４年生に上がる際に
体育の進級要件があり、これを満た
せないと原級してしまうため注意が
必要です。

 メディアアート研究のための履修計画

選択必修科目のおすすめ
ＤＳ２の「医療健康のデータサイ

エンス（GIGA）」は「科学的手法」
を感覚的に学ぶのに役立ちました。
統計の基礎的な知識だけで、事例に
取り上げられる医学論文の妥当性を
検証できたのが面白かったです。
共通科目や先端科目のおすすめ
「開発とローカリズム（GIGA）」

と「現代政治論（GIGA）」は今で
も印象に残っています。非当事者が
ある社会課題に挑もうとするとき、

「解決」として掲げられる目標は果
たして誰の定義によるものなのか、
立ち止まって批判的に考える視点が
身に付いたように思います。グロー
バルな活動に関心がある方におすす

めです。
学びの生かし方

事前知識の有無にかかわらず、興
味のある授業をどんどん履修しまし
た。いろいろな分野に触れた結果、
既存の学問分野には収まらない多様
な視点で自分の研究を捉えられるよ
うになったと思います。
履修の留意点とアドバイス

卒プロメンター申請を３年の後期
に行うのですが、私はその１学期前
までに卒プロメンターが指定するア
スペクト科目の一つから最低４単位
履修している必要があることをそれ
まで知りませんでした。意外な落と
し穴……？

 すべての学びが研究を深める

選択必修科目のおすすめ
「体育２」以降の「食事学」とい

う授業がおすすめです。「食事学」
で朝食を取るメリットを理論的に学
んで以降、積極的に朝食を取ろうと
意識し、 健康に近づいたと思ってい
ます。 いや、そう信じています。
共通科目や先端科目のおすすめ
「生態学フィールド調査法」です。

本授業は生態学的なフィールド調査
の目的や方法を学べる授業です。Ｓ
ＦＣの緑地がどのような理念で造ら
れたのか、ＳＦＣは本当に自然豊か
と言えるのかなど、キャンパスに対
するそれまでの認識を一変させるよ
うな発見が数多くありました。４コ

マ連続とハードルは高めですが、履
修する価値は大いにあると思いま
す。
学びの生かし方

ＳＦＣの授業ではグループワーク
が比較的多いため、バックグラウン
ドの異なる他者の意見に耳を傾ける
機会が多いと思います。その影響で、
他者の意見を大事にしながら、議論
を深めていく姿勢が育まれたと思い
ます。
履修の留意点とアドバイス

卒業までには先端科目が30単位
必要なのですが、少しあせっ（ん）
たんですよね、「先端」だけに。皆様、
先端科目の履修は計画的に。

 議論の姿勢を学びながら生態学を探究

上原 大翔
環境情報学部 4 年。 一ノ瀬
友博研究会、和田直樹研究会

（Regenerative and green 
lab）所属。
研究内容：キャンパス内緑地
のモウソウチク伐採による生
物多様性と環境の変化の分
析。

菊田 有祐
総合政策学部 4 年。脇田玲
研究会所属。
研究内容：ニットを中心にし
た、ファッションと現代／メ
ディアアートの横断領域の研
究。

G.M.
2025 年総合政策学部卒業。
在学時は廣瀬陽子研究会所
属。
研究していた内容：難民申請
者の支援団体を対象に、ロビ
イング活動や国会審議の分析
を通じて、政策提言の反映条
件を調べる研究。
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選択必修科目のおすすめ
ＤＳ１の「統計基礎」はおすすめ
です。オンデマンドビデオなど復習
しやすい環境があり、学習内容も基
礎から学べるので応用が利きやすく
なっています。統計分析ソフトの
「Ｒ」を使用しますが、そこまで難
しくない印象でした。
共通科目や先端科目のおすすめ
「パーソナルプレイスデザイン」の
授業は面白かったです。紙とペンで
自由にメモを取って、最終的に自分
なりのデザイン辞典を作成します。
デザインとは何か、デザインへの向
き合い方とはいかなるものか、懇切
丁寧に教えてもらえるため、興味は
あるけど実際デザインとは何か分か

らないという方におすすめです。
学びの生かし方
私の関心事項がそのままずばり授
業で扱われることは稀でしたが、Ｓ
ＦＣでは言語や定義を深く学ぶこと
ができます。そのおかげで、まだ答
えの出ていない問題でも、興味の赴
くままに研究することができるよう
になりました。
履修の留意点とアドバイス
１単位授業に注意！　単位計算が
狂いますし、もし興味の度合いが同
等なら、同じ時間で２単位取得でき
る授業のほうが良いでしょう。オンデ
マンド授業は計画的にこなしましょ
う！　意外にも課題の準備期間が短
かったり課題量が多かったりします！

 学びの海を自由に泳いで

選択必修科目のおすすめ
「世界の保健医療制度Ⅱ」では実
際に英国に行き、助産院や病棟など
の見学をしたり、講義を受けたりす
ることができます。特にディストリ
クトナース（注）の方からのお話で
は、日本と異なる看護師の役割や医
療制度により生じる状況がとても新
鮮でした。また、「公衆衛生看護活
動論」では保健師が行う地区踏査を
学生も実践し、一つの地域について
学ぶ実践形式を取っていたため、実
際に地域を歩き地域住民と話すこと
で得られる視点や情報があると実感
しました。
学びの生かし方
必修科目での学びの積み重ねが、

実習で行うケアの意義や患者／利用
者への影響を深く理解する助けとな
りました。また、他学部のものを含
め選択で受講した授業では医療の構
造や倫理的側面についても考えるこ
とができ、看護という枠を超えた視
点を得られたと実感しています。
履修の留意点とアドバイス
保健師・助産師コースに応募する
ためには、その時までに履修してお
かなければならない講義があるた
め、同じ志望の友達同士で受講でき
ているかチェックすることをおすす
めします！　また選択科目は選択肢
の多い１、２年のうちに受けるべし！

注　ディストリクトナース：イギリスにお
ける訪問看護師の名称。

 理論と実践を行き来しながら

選択必修科目のおすすめ
「世界の医療・保健制度Ⅰ（比較
制度論）」という授業が面白かった
です。医療や看護について初めて政
策側から考え、色んな国の医療政策
を比較できたからです。また、研修
系の授業は全て面白い気がします。
実際に見たり経験することはとても
重要だと思うからです。海外研修に
行けない場合でも、国内の演習に参
加することをおすすめします。
学びの生かし方
海外研修に参加する際に、今まで
受けてきた「世界の医療・保健制度
Ⅰ（比較制度論）」の授業や、国際
医療の実態に関するその他の授業で

の学びが役立ちました。看護の観点
だけで目の前の人を見るのではな
く、政策から変えていくことが途上
国でも先進国でも必要だという視点
から見学やディスカッションを行う
ことで、一歩先の考察ができました。
履修の留意点とアドバイス
選択授業によっては履修申告をす
る期間が一般の履修申告と異なるた
め、手続きを忘れそうになることが
ありました。また、看護医療学部の
授業は必修科目が多く、履修しない
と留年してしまうのですが、必修科
目も自動的に履修申告されるわけで
はありません。履修申告の際には注
意が必要です。

 政策という観点で看護の現場を捉え直す

選択必修科目のおすすめ
「マレー・インドネシア語」はプ
レゼンやマイ語キャンプなどアウト
プットの機会が多く、楽しく学べま
した。また、ＤＳ２の「生命科学実
験の基礎」は基本的な実験操作を学
べるため、未経験の自分にとっては
ありがたかったです。
共通科目や先端科目のおすすめ
「プレゼンテーション技法」や「相
互交流と間主観性」はグループワー
クを通じて、相手へ伝える時の表現
方法や自己理解を深められるのでお
すすめです。鶴岡タウンキャンパス
の科目だと、「メタボローム解析実
習」という授業が面白かったです。
市販の数種類のヨーグルトに含まれ
る代謝物質を調査・比較し、それぞ
れの魅力を考えるというものです。

学びの生かし方
鶴岡タウンキャンパスで実施され
るバイオキャンプでは、生命科学の
手法や考え方を集中的に学ぶことが
できます。ウェット（生物実験）と
ドライ（コンピュータを用いた解析）
どちらの技術も学べた経験は、自身
の研究に役立ちました。１年次にプ
レゼンテーションが多い授業を履修
したおかげで研究発表もしやすくな
りました。
履修の留意点とアドバイス
初めの頃は同じ専攻分野の先輩に
相談できたので迷わずに済みまし
た。ただ、選抜エントリー締め切り
直前にサーバーダウンがあり、課題
を出し損ねそうになったことがあり
ます。履修登録も余裕を持って行う
のが大事です……。

 生命科学の専門性を磨く

速水 理沙
総合政策学部 4 年。宮本大
輔研究会所属。
研究内容：言語学オリンピッ
クを用いた満洲語の言語解読
と歴史的背景との関連洞察・
提言。

E.S.
看護医療学部 3 年。
研究する予定の内容：地域で
の孤独やコミュニティについ
ての研究。

M
看護医療学部 3 年。

菊地 千花
環境情報学部 4 年。先端生
命科学研究会所属。
研究内容：非モデル生物であ
る変形菌を対象として、培養
法の最適化に向けた研究。

※掲載されている情報は 2026 年 3月時点での情報です。
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今年３月ＳＦＣをご退職される先生方に、これまで長く教鞭を執られてきた中で特に思い出

に残っていることやお気に入りの場所、これからのＳＦＣに期待することについて寄稿して

いただいた。多様な学問領域の中を常に第一線で活躍されてきた先生方の目には、どのよう

なＳＦＣが映し出されているのだろうか。

贈 る 言 葉

●
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
学
生
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

Ｓ
Ｆ
Ｃ
に
職
を
得
る
少
し
前
の

一
九
九
九
年
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
生
命

科
学
は
Ｒ
Ｎ
Ａ 

（
リ
ボ
核
酸
の
こ
と
で
、

遺
伝
情
報
が
発
現
す
る
時
な
ど
に
重
要

な
働
き
を
し
ま
す
）
が
面
白
く
な
る
と

考
え
て
、RN

A
 Society 

（
国
際
Ｒ
Ｎ

Ａ
学
会
）
に
入
会
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
学
会
の
年
会 

（
年
に
一
回
の
一
週

間
ほ
ど
の
研
究
発
表
会
）
に
学
部
や
大

学
院
の
学
生
と
訪
れ
る
こ
と
を
通
じ
て
、

学
生
た
ち
が
、
大
き
く
羽
ば
た
い
て
い

く
瞬
間
を
、
何
度
も
目
に
し
ま
し
た
。

第
一
線
級
の
国
際
会
議
に
若
い
う
ち

か
ら
参
加
、
発
表
す
る
こ
と
は
、
該
当

す
る
分
野
で
力
を
つ
け
て
い
く
た
め
に
、

極
め
て
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
従
っ
て
、
国
内
の
専
門
の
学

会
で
発
表
で
き
る
よ
う
な
研
究
内
容
を

持
っ
た
学
生
は
積
極
的
に
海
外
の
学
会

に
同
行
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
多
い
時

に
は
七
、八
名
の
学
生
に
ポ
ス
タ
ー
発
表

を
し
て
も
ら
う
よ
う
な
時
も
あ
り
ま
し

た
。
国
際
会
議
の
良
さ
は
数
々
あ
る
の

で
す
が
、
ま
ず
、
い
つ
も
は
学
術
論
文

で
し
か
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
よ
う
な

著
者
た
ち
と
直
接
お
話
し
で
き
る
チ
ャ

ン
ス
が
生
ま
れ
ま
す
。
と
て
も
著
名
な

研
究
者
で
も
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
に
積
極

的
に
参
加
し
て
く
れ
ま
す
し
、
慶
應
義

塾
の
学
生
た
ち
は
他
の
大
学
の
学
生
と

も
す
ぐ
に
仲
良
く
な
り
ま
す
。
な
ん
と
、

あ
る
学
生
は
米
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学

鶴
岡
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
会
社
の
立
ち
上

げ
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
を
し
て
い
ま

す
。
修
士
課
程
の
修
了
者
も
、
食
品
会

社
の
研
究
員
や
、
京
都
大
の
研
究
技
術

ス
タ
ッ
フ
と
な
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て

い
ま
す
。

Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
在
学
生
の
皆
さ
ん
、
助
成

金
や
奨
学
金
に
申
請
し
ま
し
ょ
う
、
あ

る
い
は
良
い
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
ま
し
ょ

う
。
そ
う
し
て
、
第
一
線
級
の
国
際
会

議
に
参
加
す
る
こ
と
、
発
表
す
る
こ
と

を
継
続
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
そ
の
場

で
批
判
を
受
け
、
つ
い
で
に
批
判
も
し

て
き
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
が
研
究
の
喜
び

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

の
教
授
と
仲
良
く
な
っ
て
い
ま
し
た
し
、

別
の
学
生
は
米
エ
ー
ル
大
学
の
教
授
か

ら
、
卒
業
し
た
ら
博
士
研
究
員
と
し
て

う
ち
の
ラ
ボ
に
来
な
い
か
と
言
わ
れ
る

よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
も
う
一

つ
、
重
要
な
こ
と
は
、
そ
の
年
会
の
開

催
場
所
が
、
米
国
で
言
え
ば
、
ウ
イ
ス

コ
ン
シ
ン
大
学
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
、

ミ
シ
ガ
ン
大
学
、
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
で
あ
っ
た
り
、
カ
ナ
ダ
、
ド
イ
ツ
、

ス
イ
ス
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
の
国
際
会
議
場
で

あ
っ
た
り
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、

研
究
す
る
と
い
う
こ
と
の
他
に
、
そ
の

時
代
と
い
う
も
の
に
、
開
催
場
所
の
文

化
や
食
事
を
介
し
て
直
接
に
触
れ
る
こ

と
に
な
る
の
で
す
。
こ
れ
が
人
生
の
宝

に
な
り
ま
す
。

●
お
気
に
入
り
の
一
枚

こ
の
写
真
は
二
〇
〇
九
年
に
米
ウ
イ

ス
コ
ン
シ
ン
大
学
で
開
催
さ
れ
た
Ｒ
Ｎ

Ａ 2009

に
学
生
と
参
加
し
た
時
の
思

い
出
の
一
枚
で
す
。
私 

（
左
か
ら
四
番

目
）
の
他
、
こ
こ
に
参
加
し
た
七
名
の

学
生
は
、
結
果
的
に
四
名
が
大
学
院
政

策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
の
博
士
課
程
修

了
ま
で
、
三
名
が
修
士
課
程
修
了
ま
で

進
学
し
て
く
れ
ま
し
た
。
博
士
課
程
修

了
者
は
、
そ
の
後
、
留
学
な
ど
を
経
て
、

あ
る
い
は
卒
業
し
て
す
ぐ
に
、
東
工
大 

（
現 

東
京
科
学
大
）、
東
京
大
、
大
阪
大

な
ど
に
職
を
得
て
お
り
、
ま
た
一
人
は

金 井  昭 夫 （かない・あきお）

経 歴：�2001年-2005年 環境情報学部 助教授 
2006年-2022年 環境情報学部 教授 
2022年-2026年 大学院 政策・メディア研究科 教授 

（環境情報学部 教授を兼任）
学 位：薬学博士
専門分野：分子生物学、分子進化学

第一線級の国際会議に行こう、批判を受けよう、ついでに批判もしてこよう！
No.20
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●
お
気
に
入
り
の
一
枚

Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
明
確
な

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
の
理
念
の

も
と
に
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
四
季
の

移
ろ
い
に
応
じ
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
随

所
が
豊
か
な
表
情
を
見
せ
、
私
に
と
っ

て
心
に
残
る
風
景
は
枚
挙
に
い
と
ま
が

あ
り
ま
せ
ん
。
春
に
は
浅
間
神
社
の
桜
、

夏
に
は
け
や
き
の
木
陰
に
広
が
る
芝
生
、

秋
に
は
タ
ロ
ウ
坂
を
彩
る
紅
葉
、
そ
し

て
冬
に
は
研
究
棟
五
階
か
ら
望
む
、
夕

陽
に
赤
く
染
ま
る
富
士
山

―
そ
れ
ぞ

れ
が
忘
れ
が
た
い
一
場
面
で
す
。
あ
え

て
「
一
枚
」
を
選
ぶ
と
す
れ
ば
、
生
協

前
か
ら
望
む
カ
モ
池
と
、
そ
の
向
こ
う

を
行
き
交
う
ツ
イ
ン
ラ
イ
ナ
ー
が
織
り

な
す
パ
ノ
ラ
マ
で
し
ょ
う
。
下
校
す
る

学
生
た
ち
の
列
、
水
面
に
倒
影
を
映
す

赤
い
ツ
イ
ン
ラ
イ
ナ
ー
、
親
子
連
れ
の

カ
モ
、
斜
面
に
思
い
思
い
に
カ
モ
る
学

生
た
ち
。
そ
こ
に
は
、
人
間
、
生
き
物
、

そ
し
て
自
然
が
調
和
し
て
響
き
合
う
、

一
つ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
よ
う
な
光
景

が
あ
り
ま
す
。

学
び
と
研
究

の
場
と
し
て
、

こ
れ
ほ
ど
美

し
い
環
境
が

ほ
か
に
あ
る

だ
ろ
う
か

―
そ
う
実

感
せ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ

ん
。

●
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
学
生
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

Ｓ
Ｆ
Ｃ
は
、
学
際
的
キ
ャ
ン
パ
ス
と

し
て
き
わ
め
て
幅
広
い
学
問
領
域
を
カ

わ
ら
ず
、
自
分
の
関
心
を
追
究
し
ま
す
。

し
か
し
、
そ
う
で
な
い
学
生
に
と
っ
て

研
究
会
は
、
卒
業
要
件
を
満
た
す
た
め

の
「
単
位
を
集
め
る
場
」
に
な
っ
て
は

い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

同
時
に
、
社
会
全
体
で
は
ネ
ッ
ト
環

境
が
飛
躍
的
に
向
上
し
、
ど
こ
で
も
作

業
や
学
習
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
対
面
で
同
じ
場
に
い
る
時
間
は
減

り
、
研
究
会
内
で
の
濃
密
な
議
論
や
、

先
輩
か
ら
後
輩
へ
の
暗
黙
知
の
継
承
は

弱
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
さ
ら
に
、
そ

の
傾
向
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
コ
ロ
ナ

禍
で
し
た
。「
登
校
で
き
な
い
」「
登
校

し
な
く
て
も
済
む
」「
わ
ざ
わ
ざ
行
く
必

要
は
な
い
」
と
い
う
意
識
が
広
が
り
、

研
究
会
内
、
さ
ら
に
は
研
究
会
同
士
の

つ
な
が
り
が
急
速
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
ま
ま
で
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
核
で
あ
る

研
究
会
制
度
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の

で
し
ょ
う
。
Ａ
Ｉ
が
爆
発
的
に
進
化
す

る
時
代
、
教
員
や
先
輩
に
聞
く
よ
り
、

Ａ
Ｉ
に
尋
ね
た
方
が
早
い
と
感
じ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
Ａ
Ｉ
か
ら

得
ら
れ
る
の
は
、
多
く
の
場
合
「
世
の

中
の
定
説
」
や
「
平
均
値
」
で
す
。
Ｓ

Ｆ
Ｃ
は
創
設
当
初
か
ら
「
未
来
か
ら
の

留
学
生
」
を
掲
げ
、
社
会
を
先
導
す
る

存
在
で
あ
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
き
ま

し
た
。
平
均
値
の
延
長
線
上
に
、
先
導

者
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
平
均
を
超
え
る

存
在
に
な
る
た
め
に
は
、
教
員
や
仲
間

と
の
対
話
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
主
体

的
な
関
与
を
通
し
て
、
心
で
共
感
し
、

身
体
で
学
ぶ
経
験
が
不
可
欠
で
す
。

未
来
の
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
た
め
に
、
も
う
一

度
キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
ま
り
ま
し
ょ
う
。

バ
ー
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
横
断
的

に
つ
な
ぐ
「
横
糸
」
と
な
る
の
が
研
究

会
制
度
で
す
。
Ｓ
Ｆ
Ｃ
で
は
、
多
様
な

学
問
領
域
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
、

四
単
位
の
Ａ
型
、
二
単
位
の
Ｂ
型
研
究

会
が
用
意
さ
れ
、
学
生
は
一
年
後
期
、

一
般
に
は
二
年
次
か
ら
一
つ
以
上
の
研

究
会
を
履
修
し
ま
す
。
合
わ
な
け
れ
ば

変
更
で
き
、
気
に
入
れ
ば
継
続
で
き
る

―
こ
の
柔
軟
性
こ
そ
が
、
研
究
会
制

度
の
大
き
な
特
徴
で
し
た
。

私
が
助
手
、
そ
し
て
専
任
教
員
と
し

て
着
任
し
た
当
初
、
研
究
会
の
履
修
や

卒
業
論
文
は
選
択
科
目
で
し
た
。
専
門

分
野
を
深
く
学
び
た
い
と
い
う
強
い
意

欲
を
持
つ
学
生
が
、
自
ら
研
究
会
に
集

う
仕
組
み
だ
っ
た
の
で
す
。
当
時
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
こ
そ
存
在
し
て
い
ま
し

た
が
、
研
究
環
境
は
キ
ャ
ン
パ
ス
の
方

が
圧
倒
的
に
優
れ
て
い
ま
し
た
。
意
欲

の
高
い
学
生
た
ち
は
共
同
研
究
室
に
集

い
、
先
輩
か
ら
技
術
を
学
び
、
教
室
で

理
論
を
身
に
つ
け
、
フ
ィ
ー
ル
ド
へ
出

て
成
果
を
ま
と
め
、
学
会
発
表
へ
と
つ

な
げ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
学
生

が
ど
れ
ほ
ど
い
た
か
正
確
な
統
計
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
相
当
数
い
た
と
思
わ
れ

ま
す
。

そ
の
後
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
変
化
し
、

三
年
次
ま
で
に
少
な
く
と
も
一
回
の
研

究
会
履
修
、四
年
次
に
は
卒
業
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
卒
業
制
作
が
必
須
と
な
り
ま
し

た
。
学
部
教
育
と
し
て
、
入
学
か
ら
卒

業
ま
で
を
体
系
的
に
ガ
イ
ド
す
る
仕
組

み
が
整
え
ら
れ
た
の
で
す
。
一
方
で
、

学
生
は
「
与
え
ら
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
履
修
す
る
側
」
と
い
う
立
場
に
な
り

ま
し
た
。
意
欲
あ
る
学
生
は
従
来
と
変

厳  網 林 （げん・もうりん）
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●
お
気
に
入
り
の
一
枚

「
オ
ー
ル
慶
應
」
と
い
う
体
育
会
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
部
に
よ
る
恒
例
イ
ベ
ン
ト
の

風
景
で
す
。
慶
應
義
塾
の
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
一
堂
に
会
し
、
本

気
と
お
楽
し
み
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、

老
若
男
女
（
小
学
生
か
ら
八
十
代
半
ば

ま
で
）
混
合
の
俄
か
作
り
チ
ー
ム
で
団

体
戦
を
戦
い
ま
す
。
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

長
を
十
三
年
ほ
ど
務
め
る
中
で
、
リ
ー

グ
戦
や
早
慶
戦
と
い
っ
た
真
剣
勝
負
に

夢
中
に
な
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
私
は
慶
應
義
塾
の
絆
と

そ
の
豊
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る
こ
の
一
日

が
と
て
も
好
き
で
し
た
。

ま
た
、
写
真
を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
体
育
館
の
剣
道
場

も
思
い
出
深
い
場
所
で
す
。（
本
当
は
い

け
な
か
っ
た
こ
と
の
よ
う
な
気
が
し
ま

す
が
）
ご
担
当
の
先
生
方
や
受
講
生
の

皆
さ
ん
に
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
、
毎

週
の
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
授
業
に
参
加
し

て
い
た
か
ら
で
す
。
そ
の
時
々
の
ラ
イ

や
る
！
が
合
言
葉
で
、
そ
の
都
度
Ｓ
Ｆ

Ｃ
ら
し
さ
を
具
体
化
す
る
議
論
が
熱
く

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
少
々
根
気
に
欠

け
る
私
に
は
正
直
な
と
こ
ろ
、
や
や
窮

屈
で
息
苦
し
く
感
じ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
歴
代
の
先
生
方
や
ス

タ
ッ
フ
の
方
々
の
ご
努
力
に
よ
っ
て
、

そ
の
困
難
な
課
題
は
見
事
に
達
成
さ
れ

ま
し
た
。
今
で
は
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
を
卒
業
さ

れ
た
若
い
力
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
心

と
な
っ
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
古
株
と
は
違
っ
て
、こ
の
世
代
に
と
っ

て
は
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
ら
し
さ
と
は
創
る
も
の

で
は
な
く
、
空
気
の
よ
う
に
自
然
に
在

る
も
の
、
身
に
つ
い
て
い
る
も
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

私
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
消
費
者

研
究
、
あ
る
い
は
、
ブ
ラ
ン
ド
論
を
中

心
に
探
究
し
、
多
く
の
企
業
や
組
織
の

活
動
を
観
察
し
て
き
ま
し
た
。
見
出
せ

た
知
見
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、「
ス
タ
イ
ル
を
壊
し
続
け
る
力
」

の
重
要
性
は
そ
の
ひ
と
つ
と
い
っ
て
よ

い
か
な
と
思
い
ま
す
。
成
功
体
験
の
中

で
確
立
し
た
ス
タ
イ
ル
の
中
に
安
住
す

る
こ
と
で
、
消
費
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

届
か
な
く
な
り
、
ブ
ラ
ン
ド
力
を
失
っ

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
は
枚
挙
に
遑い
と
まが
あ
り

ま
せ
ん
。

Ｓ
Ｆ
Ｃ
も
た
ま
に
は
ス
タ
イ
ル
を
壊

し
、
自
己
再
定
義
を
考
え
る
の
が
良
い

の
か
な
と
感
じ
る
時
も
あ
り
ま
す
。
確

信
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
。

バ
ル
た
ち
と
剣
を
交
え
、
勝
っ
た
り
負

け
た
り
を
繰
り
返
し
た
楽
し
い
時
間
は
、

宝
物
の
よ
う
な
思
い
出
で
す
。

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
は
も
ち
ろ
ん
、

体
育
会
活
動
と
も
全
く
縁
は
な
か
っ
た

私
が
、
ほ
ん
の
ふ
と
し
た
こ
と
で
、
半

ば
気
の
迷
い
の
よ
う
に
引
き
受
け
た
部

長
職
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
想

像
も
し
な
か
っ
た
ほ
ど
の
豊
か
な
経
験

と
人
と
の
つ
な
が
り
を
も
た
ら
し
て
く

れ
た
き
っ
か
け
で
し
た
。
お
酒
や
葉
巻

の
新
し
い
嗜
み
を
教
え
て
い
た
だ
き
、

旅
の
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
り
ま
し
た
。
そ

う
し
た
副
次
的
効
果
も
、
大
切
な
生
活

の
一
部
と
な
っ
て
い
ま
す
。

差
し
出
し
て
も
ら
っ
た
手
を
掴
む
こ

と
で
、
新
し
い
世
界
っ
て
開
け
る
の
だ

な
と
、
し
み
じ
み
思
い
ま
す
。

●
未
来
の
Ｓ
Ｆ
Ｃ
へ

Ｓ
Ｆ
Ｃ
開
設
準
備
室
で
の
仕
事
も
経

験
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
、一
九
九
〇

年
四
月
に
助
手
（
嘱
託
）
と
し
て
、
第

一
期
生
を
迎
え
ま
し
た
の
で
、
私
は
最

も
長
く
Ｓ
Ｆ
Ｃ
を
現
場
で
見
て
き
た
ひ

と
り
で
す
。
開
設
時
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は

熱
気
に
満
ち
て
い
て
、「
未
来
か
ら
の
留

学
生
」
に
「
五
つ
の
理
念
」
を
も
っ
て

臨
む
た
め
、
Ａ
Ｏ
入
試
や
授
業
評
価
と

い
っ
た
、
そ
れ
ま
で
の
日
本
に
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
制
度
を
次
々
と
実
現
し
て

き
ま
し
た
。

何
を
す
る
に
も
「
Ｓ
Ｆ
Ｃ
ら
し
く
」

桑 原  武 夫 （くわはら・たけお）

経 歴：�1990年-1993年 総合政策学部 助手（嘱託） 
1993年-1999年 総合政策学部 専任講師 
1999年-2006年 総合政策学部 助教授 
2006年-2026年 総合政策学部 教授

学 位：博士（社会学）
専門分野：マーケティング、消費者研究

スタイルを壊し続ける力
No.21

35 82 贈る言葉 34



●
贅
沢
な
時
間

「
一
限
授
業
」
―
学
生
に
と
っ
て
一

限
授
業
を
履
修
す
る
こ
と
は
な
か
な
か

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ
と
思
い
ま
す
。
学
生

時
代
の
私
も
そ
う
で
し
た
。
し
か
し

一
九
九
七
年
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
に
赴
任
し
て
か

ら
は
、
な
ん
と
、
担
当
授
業
を
一
限
に

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当
初
、
時

間
を
無
駄
に
使
う
の
は
も
っ
た
い
な
い

か
ら
…
…
と
い
っ
た
単
純
な
動
機
か
ら

始
め
た
一
限
授
業
で
し
た
。

し
か
し
、
次
第
に
変
わ
り
ま
し
た
。

授
業
開
始
一
時
間
前
、
朝
八
時
半
ご
ろ

に
キ
ャ
ン
パ
ス
に
到
着
す
る
生
活
は
、

朝
の
静
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス
と
清
々
し
い

空
気
を
思
い
っ
切
り
味
わ
え
る
「
贅
沢

な
時
間
」
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
の

で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
創
業
家
で
も

世
代
交
代
が
進
み
、
韓
国
は
間
違
い
な

く
豊
か
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
間
、
財
閥
は
激
変
す
る

政
治
に
翻
弄
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
例
え

ば
、
私
が
Ｓ
Ｆ
Ｃ
に
赴
任
し
た
一
九
九
七

年
、
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
に
襲
わ
れ
韓
国

経
済
は
破
産
の
一
歩
手
前
に
至
り
ま
し

た
。政
財
界
を
巻
き
込
ん
だ
巨
大
ス
キ
ャ

ン
ダ
ル
（
国
政
壟
断
事
件
）
や
つ
い
最

近
の
非
常
戒
厳
令
の
宣
布
に
よ
る
政
治

的
大
混
乱
（
内
乱
謀
議
事
件
）
な
ど
、

と
も
に
大
統
領
が
弾
劾
・
罷
免
さ
れ
る

事
件
が
起
き
て
い
ま
す
。
日
韓
関
係
に

お
い
て
も
今
ま
で
何
度
も
大
小
さ
ま
ざ

ま
な
事
件
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

韓
国
財
閥
を
理
解
す
る
た
め
に
は
韓

国
現
代
史
そ
の
も
の
へ
の
理
解
が
不
可

欠
で
す
。
な
ん
と
か
朝
鮮
語
を
駆
使
し

て
財
閥
研
究
を
行
っ
て
い
る
う
ち
に

四
十
年
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
…
…
と
い

う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。
今
で
も

財
閥
研
究
は
と
て
も
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン

グ
な
研
究
分
野
で
す
。
学
生
の
皆
さ
ん

も
、
是
非
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
研
究

分
野
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
Ｓ
Ｆ
Ｃ

で
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
学
べ
ま
す
。

徹
底
的
に
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
研
究
す

る
っ
て
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

で
す
。
こ
う
し
て
一
限
出
勤
は
私
の
生

活
の
リ
ズ
ム
と
な
り
ま
し
た
。
研
究
室

の
あ
る
λ
館
四
階
か
ら
外
を
眺
め
、
季

節
の
景
色
を
楽
し
む
の
も
静
か
な
朝
の

楽
し
み
で
し
た
。
写
真
は
二
〇
一
八
年

秋
の
朝
、
研
究
室
前
か
ら
見
下
ろ
し
た

紅
葉
の
姿
で
す
。

Ｓ
Ｆ
Ｃ
に
は
ほ
か
に
も
素
晴
ら
し
い

景
色
を
満
喫
で
き
る
場
所
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
忙
し
い
Ｓ
Ｆ
Ｃ
生
活
の
中

で
、
ふ
と
立
ち
止
ま
っ
て
感
じ
ら
れ
る

時
間
を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

朝
の
空
気
の
清
々
し
さ
、
そ
し
て
紅
葉

の
美
し
さ
…
…
。
こ
の
静
か
な
時
間
は

私
に
と
っ
て
と
て
も
贅
沢
な
時
間
で
し

た
。

●
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
学
生
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

私
は
三
田
の
院
生
（
商
学
研
究
科
）

時
代
か
ら
韓
国
財
閥
、
特
に
財
閥
創
業

家
に
つ
い
て
研
究
し
て
き
ま
し
た
。
か

れ
こ
れ
四
十
年
に
な
り
ま
す
。
な
ぜ

四
十
年
も
ず
っ
と
一
つ
の
分
野
に
関

わ
っ
て
こ
ら
れ
た
の
か
、
自
分
で
も
不

思
議
で
す
。N

IES

（
新
興
工
業
国
）
を

経
て
、
先
進
国
を
目
指
し
て
激
走
し
て

い
た
一
九
八
〇
年
代
は
、
創
業
者
が
時

代
を
先
導
し
、
時
代
を
牽
引
し
て
い
ま

し
た
。
規
格
外
の
ス
ケ
ー
ル
を
誇
る
財

閥
創
業
者
は
、
と
て
も
魅
力
的
な
人
間

柳 町  功 （やなぎまち・いさお）

経 歴：�1997年-2009年 総合政策学部 助教授、准教授 
2009年-2026年 総合政策学部 教授

学 位：博士（商学）
専門分野：現代韓国論、東アジア経営史・財閥史（韓国・日本）

財閥研究に導かれて
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●
お
気
に
入
り
の
一
枚
―
対
話
か
ら

生
ま
れ
る
「
共
創
」
の
種

疑
問
や
発
想
に
蓋
す
る
こ
と
な
く
、

自
由
闊
達
に
議
論
が
で
き
る
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の

文
化
を
、
私
は
深
く
愛
し
て
き
ま
し
た
。

慶
應
義
塾
の
理
念
「
半
学
半
教
」
は
、

こ
の
地
で
い
っ
そ
う
際
立
ち
、
日
々
多

く
の
創
発
の
種
が
発
芽
し
て
い
る
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
。

私
も
こ
れ
ま
で
、
学
生
や
卒
業
生
と

の
対
話
を
通
じ
、
新
た
な
挑
戦
を
後
押

し
す
る
科
目
を
新
設
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
一
つ
が
、
医
療
系
三
学
部
合
同
に
よ

る
ラ
オ
ス
研
修
「
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ヘ
ル

ス
ケ
ア
と
国
際
保
健
Ⅱ
」
で
す
。
医
療

を
志
す
異
な
る
学
部
の
学
生
た
ち
が
、

専
門
を
超
え
て
学
び
合
い
た
い
と
願
っ

た
声
か
ら
、

二
〇
〇
九
年

に
未
来
先
導

基
金
を
得
て

始
動
し
ま
し

た
。
現
在
は

医
・
看
・
薬

の
三
学
部
に

よ
る
Ｉ
Ｐ
Ｅ

（
専
門
職
連
携

教
育
）
科
目

と
し
て
定
着

し
て
い
ま
す
。

学
生
た
ち
は

起
業
す
る
卒
業
生
の
数
は
、
他
の
看
護

系
大
学
と
比
べ
抜
き
ん
出
て
い
ま
す
。

不
確
実
な
状
況
下
で
も
勇
気
を
持
っ
て

踏
み
出
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て

い
く
学
生
た
ち
の
姿
を
見
守
る
こ
と
は
、

何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
喜
び
で
す
。

●
未
来
の
Ｓ
Ｆ
Ｃ
へ
―
領
域
を
超
え

た
「
処
方
箋
」
の
創
出

二
〇
〇
一
年
の
学
部
開
設
時
、
当
時

の
学
部
長
は
Ｓ
Ｆ
Ｃ
に
お
け
る
看
護
医

療
学
の
意
義
を
こ
う
語
り
ま
し
た
。「
Ｓ

Ｆ
Ｃ
は
キ
ャ
ン
パ
ス
名
で
あ
る
と
同
時

に
、
私
た
ち
が
目
指
す
姿
そ
の
も
の
で

す
。
す
な
わ
ち
、SH

A
RE

（
環
境
情
報
）

× FA
IRN

ESS

（
総
合
政
策
）
× 

C
A

RE

（
看
護
医
療
）の
融
合
に
よ
っ
て
、

ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
新
た
な
展
開
と
価
値
を

生
み
出
す
の
で
す
」。
現
代
の
複
雑
な
社

会
課
題
へ
の
処
方
箋
は
、
専
門
領
域
の

深
化
だ
け
で
な
く
、学
際
的
研
究
に
よ
っ

て
こ
そ
有
用
な
も
の
と
な
り
ま
す
。 　

慶
應
Ｓ
Ｆ
Ｃ
学
会
に
よ
る
「
ミ
ラ
イ

学
問
の
場
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
助
成
」

の
開
始
は
、
次
代
を
切
り
拓
く
大
き
な

希
望
で
す
。
開
設
二
十
五
年
を
迎
え
、

三
学
部
二
研
究
科
の
交
流
が
い
っ
そ
う

有
機
的
に
広
が
り
、
人
々
のW

ell-
being

に
貢
献
す
る
活
動
が
次
々
と
生

ま
れ
て
い
く
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い

ま
す
。

ラ
オ
ス
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
で
医
療

チ
ー
ム
を
形
成
し
、
現
地
の
プ
ラ
イ
マ

リ
ー
ヘ
ル
ス
ケ
ア
活
動
に
主
体
的
に
参

加
し
学
ん
で
い
ま
す
。

途
上
国
支
援
で
は
、
つ
い
「
欠
乏
」

や
「
出
来
な
い
こ
と
」
に
着
目
し
が
ち

で
す
が
、
現
地
に
あ
る
資
源
や
地
域
社

会
の
強
み
を
活
か
す
こ
と
の
方
が
、
活

動
の
受
容
性
を
高
め
、
住
民
の
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
を
育
む
鍵
と
な
り
ま
す
。
例
え

ば
、
手
指
衛
生
の
不
徹
底
か
ら
下
痢
症

が
頻
発
す
る
農
村
部
で
は
、
教
育
だ
け

で
な
く
「
手
洗
い
の
場
」
の
確
保
が
急

務
で
し
た
。
学
生
た
ち
は
現
地
で
活
動

す
る
卒
業
生
と
連
携
し
、
安
価
な
素
材

で
住
民
自
ら
維
持
管
理
で
き
る
施
工
方

法
を
選
択
。
住
民
と
共
に
汗
を
流
し
て

完
成
さ
せ
た
手
洗
い
場
で
、
歓
声
を
上

げ
て
手
を
洗
う
子
ど
も
た
ち
と
喜
び
を

分
か
ち
合
う
経
験
は
、
学
生
の
心
に
新

た
な
種
を
落
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
二
二
五
名
が
履
修
し
、
卒
業
後
に

国
際
保
健
の
最
前
線
で
活
躍
し
て
い
る

者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
学
生
と
卒
業
生
の
対
話
か
ら

生
ま
れ
た
「
看
護
医
療
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
シ
ッ
プ
入
門
」
も
大
切
な
新
設
科

目
で
す
。W

ell-being

を
阻
害
す
る
社

会
課
題
に
対
し
、
看
護
医
療
の
知
見
は

解
決
の
宝
庫
で
す
。「
自
ら
行
動
を
起
こ

し
、
よ
り
良
い
社
会
を
創
り
た
い
」
と

小 池  智 子 （こいけ・ともこ）

経 歴：�2001年-2005年 看護医療学部 専任講師 
2005年-2026年 看護医療学部 助教授、准教授

学 位：博士（看護学）
専門分野：看護管理、看護政策

創発的な対話を通して、新たな「処方箋」を
No.24
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●
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
お
気
に
入
り
ス
ポ
ッ
ト

「
慶
応
大
学
」
バ
ス
停
を
降
り
、
桂
並

木
を
抜
け
た
先
に
看
護
医
療
学
部
校
舎

の
全
貌
が
見
え
て
く
る

―
。
私
は
こ

の
場
所
が
好
き
で
す
。
初
め
て
こ
の
地

を
訪
れ
た
二
十
五
年
前
、
新
築
の
校
舎

は
大
鷹
の
住
む
森
と
竹
林
に
囲
ま
れ
、

凛
と
し
た
佇
ま
い
で
私
を
迎
え
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
慌
た
だ
し
い
医
療

現
場
に
い
た
私
に
と
っ
て
、
そ
こ
は
時

間
が
止
ま
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
静
謐

で
美
し
く
、「
さ
あ
、
こ
こ
で
腰
を
据
え

て
教
育
研
究
に
取
り
組
む
の
だ
」
と
、

背
筋
を
伸
ば
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。前

庭
は
ま
さ
に
生
き
物
の
宝
庫
で
、

開
学
部
当
初
の
休
日
に
は
、
ま
だ
小
さ

か
っ
た
子
ど
も
た
ち
と
遊
び
に
来
て
、

通
常
の
数
倍
は
あ
ろ
う
か
と
い
う
大
き

な
カ
マ
キ
リ
や
バ
ッ
タ
に
、
親
子
で
目

を
丸
く
し
た
も

の
で
し
た
。
こ

れ
ほ
ど
ま
で
心

安
ら
ぐ
校
舎

は
、
他
に
な
か

な
か
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

学
部
が
開
設

さ
れ
て
四
半
世

を
形
作
る
三
学
部
の
一
員
で
す
。
領
域

を
越
え
て
知
を
融
合
さ
せ
、
未
解
決
の

課
題
に
挑
む
た
め
の
「
新
し
い
知
性
」

を
紡
ぎ
出
し
続
け
る
。
そ
れ
が
私
た
ち

三
学
部
に
共
通
す
る
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
で
す
。
そ
の
中
に
あ
っ
て

看
護
医
療
学
部
は
、
人
々
の
命
と
健
康

そ
し
て
生
活
の
質
を
支
え
る
統
合
的
な

働
き
か
け
を
追
求
し
、
困
難
な
健
康
課

題
に
挑
む
、
と
い
う
理
念
の
体
現
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

看
護
医
療
学
部
の
学
生
は
必
修
科
目

が
多
く
て
大
変
で
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ

も
っ
と
他
学
部
の
授
業
や
研
究
会
へ
飛

び
込
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
総

合
政
策
学
部
、
環
境
情
報
学
部
の
皆
さ

ん
も
、
ぜ
ひ
看
護
医
療
学
部
の
授
業
や

活
動
に
入
り
込
み
、
知
見
に
触
れ
て
く

だ
さ
い
。
お
互
い
の
違
い
を
面
白
が
り
、

リ
ス
ペ
ク
ト
し
合
う
交
流
・
議
論
の
中

に
こ
そ
、
未
来
を
拓
く
鍵
が
隠
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
Ｓ
Ｆ
Ｃ

と
い
う
刺
激
的
な
環
境
を
活
か
し
、
皆

さ
ん
が
し
な
や
か
に
大
胆
に
、
こ
れ
か

ら
の
社
会
を
共
創
し
て
い
く
こ
と
を
心

か
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ

り
、
皆
さ
ん
が
、
一
度
き
り
の
か
け
が

え
の
な
い
人
生
を
、
自
分
を
信
じ
、
自

分
ら
し
く
歩
ん
で
い
か
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

紀
。
時
に
は
重
た
い
気
持
ち
を
抱
え
て

校
舎
を
見
上
げ
る
日
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
ど
ん
な
に
心
が
揺
れ
動
く
と

き
も
、
校
舎
は
変
わ
ら
ず
、
動
じ
ず
、

た
だ
そ
こ
に
在
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

の
不
変
の
佇
ま
い
が
、
途
方
に
暮
れ
た

り
、
ジ
タ
バ
タ
し
た
り
す
る
私
の
心
を

幾
度
と
な
く
静
か
に
鎮
め
て
く
れ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
目
を
凝
ら
せ
ば
、
三
・

一
一
の
激
し
い
揺
れ
が
残
し
た
段
差
が

あ
り
、
壁
面
は
陽
光
を
浴
び
て
少
し
ず

つ
色
褪
せ
て
き
て
い
ま
す
。
周
囲
の
景

色
が
移
ろ
い
ゆ
く
中
で
、
校
舎
に
刻
ま

れ
た
こ
れ
ら
の
跡
は
私
た
ち
が
共
に
歩

ん
で
き
た
歳
月
の
証
そ
の
も
の
で
す
。

こ
の
学
び
舎
か
ら
羽
ば
た
い
た
二
千
人

を
超
え
る
卒
業
生
た
ち
も
、
今
で
は
そ

れ
ぞ
れ
の
場
で
素
晴
ら
し
い
活
躍
を
見

せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

二
十
五
年
の
月
日
が
流
れ
、
私
も
ま

た
こ
の
場
所
を
離
れ
ま
す
。
け
れ
ど
、

看
護
医
療
学
部
校
舎
は
こ
れ
か
ら
も
、

学
生
や
卒
業
生
、そ
し
て
教
職
員
に
と
っ

て
、
い
つ
で
も
安
心
し
て
立
ち
返
る
こ

と
の
で
き
る
心
の
拠
り
所

―H
om

e 
Base

で
あ
り
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

●
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
学
生
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

看
護
医
療
学
部
は
、
校
舎
こ
そ
少
し

離
れ
た
場
所
に
あ
り
ま
す
が
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ

野 末  聖 香 （のずえ・きよか）

経 歴：�2001年-2026年 看護医療学部 教授 
2005年-2026年 健康マネジメント研究科 教授

学 位：博士（看護学）
専門分野：精神看護学

悠然と佇む看護医療学部校舎で
No.25

ＳＦＣ万学博覧会取材記

2025年 11月 22日と23日の2日間にわたり、秋のＳＦＣを彩る恒例イベント
「ＳＦＣ万学博覧会」が開催された。ＳＦＣ最大の研究発表の場であるＯＲＦ（オー
プンリサーチフォーラム）をはじめ、学術交流大会、オープンキャンパス、藤沢
市民講座など、多彩な企画が結集し、キャンパスは世代や立場を超えた来場者で
賑わいを見せた。本記事では、その様子を写真を通してレポートする。
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ピクニックをテーマにした
展示。思わず足を止めて腰
を下ろしたくなる。

古谷知之研究室。
水中ドローンの展示。

今年もたくさんの人を
迎え入れた。

キャンパスツアーを
している様子。

屋台の様子。近隣の
焼き芋店も出店。

アメリカ製宇宙服
レプリカの展示。

一ノ瀬友博研究室の
展示には、生き物た
ちの写真が。

福澤諭吉先生像前も
フォトスポットに。

フォトスポット発見♪

先端生命科学研究所
の標本展示。

たくさんの屋台で良
い香りが漂う広場。

鳥の鳴き声を
聴きながら見
る３Dモデル。

学生生活紹介
コーナー。

絶好の紅葉日和♪

KEIO SFC REVIEW の
ポスター発表。
過去の号を配布し、たく
さんの来場者に手に取っ
ていただいた。

小 林 博 人 研 究 会 
koblab「 と り あ
えずみんなでやっ
てみる」展示。

生物探索ツアー。
本誌81号「ＳＦＣのいきもの」
も要チェック！

加藤文俊研究室「ZINE とフィールドワーク」
ＯＲＦ展示。フィールドワークの中で制作
された ZINE やポスターがずらりと並ぶ。

NeuroMusic Lab/
x-Music Lab による
ＯＲＦセッション。

ＳＦＣ万学博覧会取材記41 4082



慶
應
義
塾
大
学
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
（
Ｓ
Ｆ
Ｃ
）
の
産
み
の
親
で
あ
り
、
日
本
の
計
算
機

科
学
の
巨
星
で
あ
っ
た
相
磯
秀
夫
先
生
が
、
静
か
に
そ
の
生
涯
の
幕
を
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

今
、
改
め
て
相
磯
先
生
と
の
日
々
を
振
り
返
る
と
き
、
私
の
脳
裏
に
蘇
る
の
は
、
単
な
る
温

厚
な
教
育
者
の
姿
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
既
存
の
枠
組
み
を
打
ち
破
り
、
未
踏
の
地
へ

と
突
き
進
む
「
冒
険
者
」
と
し
て
の
峻
烈
な
眼
差
し
で
す
。

峻
厳
な
る
師
と
の
邂
逅

私
が
相
磯
先
生
と
深
く
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
先
生
が
率
い
ら
れ
た
工
学
部
電
気
工

学
科
（
現
・
理
工
学
部
）
の
、
い
わ
ゆ
る
「
相
磯
研
究
室
」
と
の
連
携
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

当
時
の
相
磯
研
は
、
ま
さ
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
科
学
の
最
前
線
を
走
る
花
形
研
究
室
で
あ
り
、
そ

の
門
を
叩
く
こ
と
自
体
が
極
め
て
高
い
ハ
ー
ド
ル
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

私
は
数
理
工
学
科
の
大
学
院
、
斎
藤
信
男
研
究
室
に
お
り
、
分
散
処
理
と
い
う
夢
を
追
い
か

け
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
力
だ
け
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
繋
が
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
私
は
、
相
磯
研
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
チ
ー
ム
と
連
携
し
、
工
学
部
の
各

学
科
を
繋
ぐ
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
一
か
ら
構
築
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
身
を
投
じ
ま
し
た
。

そ
の
縁
で
、
博
士
課
程
の
始
ま
り
と
と
も
に
、
所
眞
理
雄
講
師
と
共
に
相
磯
研
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
グ
ル
ー
プ
を
率
い
る
立
場
と
な
っ
た
の
で
す
。

い
わ
ば
「
横
か
ら
」
入
っ
た
私
を
待
っ
て
い
た
の
は
、
相
磯
先
生
の
容
赦
な
い
言
葉
の
洗
礼

で
し
た
。
毎
週
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
知
性
の
真
剣
勝
負
の
場
で
し
た
。
先
生
の
弟
子
を
自
認

す
る
者
は
、誰
も
が
一
度
は
そ
の
鋭
い
名
指
し
の
指
導
に
身
が
す
く
む
思
い
を
し
た
は
ず
で
す
。

私
も
そ
の
一
人
で
あ
り
、
助
手
と
し
て
東
京
工
業
大
学
へ
赴
任
す
る
際
に
は
、「
自
分
は
相
磯

研
の
落
ち
こ
ぼ
れ
だ
」
と
自
覚
し
な
が
ら
義
塾
を
後
に
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

東
工
大
で
はJU

N
ET

の
構
築
に
明
け
暮
れ
、「
論
文
を
書
く
前
に
、
ま
ず
作
り
、
動
か
す
」

と
い
う
現
場
主
義
を
貫
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
研
究
者
と
し
て
は
あ
る
種
、
異
端
の
歩
み
だ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
不
器
用
な
歩
み
こ
そ
が
、
後
に
先
生
か
ら
受
け
る
「
召

集
令
状
」
へ
の
伏
線
と
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

相
磯
秀
夫
先
生
を
偲
ん
で 

― 

冒
険
の
号
砲
を
鳴
ら
し
た
師
へ
の
誓
い

村
井 

純

相磯 秀夫
（あいそ・ひでお）

1932 年生まれ。1955 年慶應義塾大学工学部電気工学科を卒業、1957 年同大学
大学院工学研究科電気工学専攻修士課程を修了。1971 年に慶應義塾大学工学部教
授に就任後、1990 年から慶應義塾大学環境情報学部初代学部長、1994 年から慶
應義塾大学大学院政策・メディア研究科初代委員長を歴任。その後、1999 年東京
工科大学初代メディア学部長、同年 6 月同大学学長に就任した。

野
獣
の
ご
と
き
「
挑
戦
」
の
表
情

一
九
八
六
年
、
相
磯
先
生
か
ら
突
然
の
誘
い
を
受
け
ま
し
た
。「
一
九
九
〇
年
に
始
ま
る
新

し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
教
員
と
し
て
参
加
し
て
ほ
し
い
」—

—

。

驚
愕
し
ま
し
た
。
翌
年
か
ら
は
東
京
大
学
へ
の
移
籍
が
決
ま
っ
て
お
り
、
研
究
者
と
し
て
の

礎
す
ら
お
ぼ
つ
か
な
い
私
が
、
な
ぜ
選
ば
れ
た
の
か
。
な
ぜ
先
生
は
、
私
の
よ
う
な
向
こ
う
見

ず
な
人
間
に
声
を
か
け
た
の
か
。
そ
の
真
意
を
問
う
べ
く
お
会
い
し
た
際
、
私
は
先
生
の
表
情

に
、
そ
れ
ま
で
に
見
た
こ
と
の
な
い
「
熱
」
を
感
じ
ま
し
た
。

新
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
想
い
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
と
研
究
に
対
す
る
壮
大
な
夢
。
そ
し
て
、
共

に
創
設
を
担
う
加
藤
寛
先
生
や
準
備
チ
ー
ム
の
素
晴
ら
し
さ
を
語
る
相
磯
先
生
の
顔
。
そ
こ
に

は
、
日
本
最
古
の
学
府
に
全
く
新
し
い
知
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
打
ち
立
て
よ
う
と
す
る
、
あ
る
種

の
「
野
獣
性
」
す
ら
宿
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
未
知
な
る
海
原
へ
漕
ぎ
出
そ
う
と
す
る
冒

険
者
の
、
頼
も
し
く
も
畏
怖
を
感
じ
さ
せ
る
挑
戦
の
表
情
で
し
た
。

「
こ
の
人
の
表
情
を
信
じ
よ
う
」

私
は
そ
の
決
意
の
も
と
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
準
備
委
員
会
の
末
席
に
加
わ
り
ま
し
た
。
東
大
で
の
三
年

間
を
自
ら
の
研
鑽
の
時
と
し
、
一
九
九
〇
年
、
つ
い
に
相
磯
先
生
と
共
に
Ｓ
Ｆ
Ｃ
創
設
の
一
員

と
し
て
そ
の
土
を
踏
ん
だ
の
で
す
。

Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
未
来
へ
繋
ぐ
バ
ト
ン

あ
れ
か
ら
三
十
五
年
の
月
日
が
流
れ
ま
し
た
。

相
磯
先
生
が
そ
の
生
涯
を
捧
げ
て
成
就
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
研
究

は
、
今
や
デ
ジ
タ
ル
文
明
の
血
肉
と
な
り
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
計
り
知
れ
な
い
イ
ン
パ

ク
ト
を
与
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
技
術
を
使
い
こ
な
し
、
総
合
的
な
政
策
を
担
う
Ｓ
Ｆ

Ｃ
の
卒
業
生
た
ち
が
、
今
や
世
界
の
未
来
を
創
り
始
め
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｆ
Ｃ
に
学
ぶ
者
は
、
真
に
幸
福
で
す
。
困
難
な
課
題
に
直
面
し
た
と
き
、
我
々
に
は
立
ち

戻
る
べ
き
原
点
が
あ
る
か
ら
で
す
。
新
し
い
技
術
に
よ
っ
て
拓
か
れ
る
文
明
の
あ
り
方
を
説
い

た
福
澤
諭
吉
先
生
の
教
え
。
そ
し
て
、
そ
の
理
念
を
現
代
に
お
い
て
具
体
化
し
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
と
い

う
壮
大
な
挑
戦
を
先
導
さ
れ
た
相
磯
先
生
、
加
藤
先
生
の
創
設
の
理
念
で
す
。

相
磯
先
生
、
先
生
が
我
々
に
植
え
付
け
て
く
だ
さ
っ
た
「
ま
ず
動
か
し
、
社
会
を
変
え
る
」

と
い
う
野
性
味
あ
ふ
れ
る
挑
戦
心
は
、今
も
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
風
の
中
に
息
づ
い
て
い
ま
す
。

先
生
か
ら
託
さ
れ
た
こ
の
「
未
完
の
挑
戦
」
に
、
私
た
ち
は
挑
み
続
け
ま
す
。
厳
し
い
お
言

葉
の
裏
に
あ
っ
た
、
あ
の
温
か
く
も
烈は

げ

し
い
期
待
を
胸
に
、
私
た
ち
は
歩
み
を
止
め
ま
せ
ん
。

相
磯
秀
夫
先
生
、
ど
う
か
安
ら
か
に
お
休
み
く
だ
さ
い
。 

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち

の
挑
戦
を
、
空
の
上
か
ら
厳
し
く
見
守
り
続
け
て
く
だ
さ
い
。

相磯秀夫先生を偲んで43 4282



今年もまた、多くの学生がキャンパスを巣立ち、
門をくぐる季節が訪れようとしています。そのよう
な折に発行となる本号の特集「学びの核の現在地」
では、各学部の必修授業やカリキュラム構成に関わ
る先生方への取材や学生へのアンケートを通じて、
ＳＦＣの学びに通底する思想や各科目を学ぶ意義を
捉えることを試みました。
「研究会」「プロジェクト」を中心とする総合政策

学部、環境情報学部と、資格取得を目標に据えた必
修科目群が連なる看護医療学部において、今回特集
で取り上げた科目たちは、ある意味で学びの周縁に
あるように見えるのかもしれません。ですが、その
中にこそ学びの核が新たな形で立ち現れているので
はないかと思うのです。最先端のキャンパスとして
スタートを切ってから数十年、「ＳＦＣらしい学び」
はその仕組みによって様々に形を変えてきました。
変化の節々で立ち止まり、各学部の今とその在り方
を語ることを試みた本誌第55号「新カリキュラム」、
本誌第59号「再発見、看護医療学部」、SFC CLIP「14
学則特集」は、この特集を企画するに当たり、大き
な支えとなったように思います。程度の差はあれど、
学生たちが自分なりの問題意識をもとに構成すると
いうＳＦＣの思想と学びの形を支えているのは、紛
れもなくカリキュラムという土台です。ここで学ぶ
私たちは、与えられた環境の中で、いま・ここにあ
るものをなんとなく受け入れてはいないでしょう
か。節目の年を迎えるＳＦＣの三学部が、これから
も考えることを諦めず、対話し、学びを拓く場所で
あり続けるために。微力ではありますが、新たな季
節を迎える皆様にとって、本号が「ＳＦＣらしい学
び」を見つめ直す足掛かりとなることを願っていま
す。

お忙しい中、インタビューやご寄稿にご協力くだ
さった方々をはじめとして、本号も多くのお力添え
により完成させることができました。心を寄せてく
ださった全ての皆様に、そして手に取っていただい
た皆様に、この場を借りて厚く御礼申し上げます。

今後ともKEIO SFC REVIEWをどうぞよろしく
お願い申し上げます。

2026.3.2 編集長 岡田奈和実
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こちら（https://gakkai.sfc.keio.ac.jp/review/jp/）から
一部のバックナンバーをご覧いただけます。

本誌第81号の掲載記事「ＳＦＣで植物観察」におき
まして、「マテバシイの葉」とした写真のキャプショ
ンは、正しくは「ヤマザクラの葉」でした。訂正し
て、お詫びいたします。
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